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海岸・防災行政をとりまく最近の動向
港湾局　海岸・防災課　海岸・防災企画調整官

工藤　寛之

■■■■■■■■■■■■■■

1. はじめに
-----------------------------------
　四方を海に囲まれた我が国におい
ては、港湾はその貿易量の99％を扱
う重要な社会インフラであり、またそ
の背後地となる港湾所在市町村は、
約6,000万人の人口と約150兆円の製
造品出荷額等を擁し、社会経済活動
にとって極めて重要な地域です。
　他方で、港湾・臨海部は、台風・低
気圧等に伴う高潮・高波等による浸
水や、地震・津波の来襲といったリス
クにさらされており、先に述べた社会
経済活動の継続の観点からも、事前
の対策をしっかり進めることや、仮に
災害等が発生してもその被害を最小
限に食い止め、速やかに施設の復旧
を進めて港湾機能を継続させること
が求められます。
　これらを基本的認識としつつ、本
稿では、最近の海岸・防災行政にか
かる取組や、関連する政府全体の動
き等を紹介いたします。

■■■■■■■■■■■■■■

2. 日本成長戦略
-----------------------------------
　令和７年11月、「責任ある積極財
政」という考え方の下、「危機管理投
資」・「成長投資」による強い経済の
実現のため、政府は日本成長戦略本

部を設置し、17の戦略分野における
投資促進策等が検討されています。
　海岸・防災関係では、港湾ロジス
ティクス、防災・国土強靱化、海洋、
造船が戦略分野に位置づけられてお
り、各分野の担当大臣の下で設置さ
れた「ワーキンググループ」等におい
て検討され、官民投資を優先的に支
援する必要がある主要な製品・技術
等に関し、官民投資ロードマップが
策定されました。
　令和8年7月21日に閣議決定されま
した日本成長戦略及び経済財政運営
と改革の基本方針では、この官民投
資ロードマップに関し、今後の概算
要求段階を含めた予算編成過程等
において複数年にわたる施策の具体
化を行うこととされており、これらの
技術に関する投資促進が期待されま
す。
【関係する主要な製品・技術等】
●港湾ロジスティクス：港湾荷役
機械、サイバーポート（港湾物流
DX）、次世代型倉庫
●防災・国土強靱化：防災技術
●海洋：海洋無人機（海洋ドロー
ン）、海洋状況把握（MDA）、革
新的海底開発技術・システム
●造船：次世代船舶、船舶修繕、
LNG運搬船

■■■■■■■■■■■■■■

3. 能登半島地震からの
　 復旧・復興
-----------------------------------
　令和６年能登半島地震から２年が
経過しましたが、地震・津波により
大きく被災した能登の港湾について
は、着実に復旧復興が進捗している
ところです。
　大きく被災した七尾港や輪島港等
において国有港湾施設の災害復旧
事業を実施するとともに、大規模復
興法に基づき港湾管理者等の災害
復旧事業の一部を国土交通省が代
行して復旧復興工事を進めておりま
す。
　また、令和7年9月からは、港湾法
改正により新たに設けられた高度な
技術力等を要する改良工事に関する
権限代行制度の初の事例として、和
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倉港海岸の護岸改良工事の一部を
国土交通省が代行して進めておりま
す。令和8年6月には営業再開・予定
されている和倉温泉の旅館前の護
岸がすべて完成するなど、大きく復
興が前進しております。
　高市総理の就任後初となる令和
7年10月の所信表明演説において、
「能登のにぎわいと笑顔を１日も早
く取り戻すため、インフラの復旧を急
ぐとともに、被災者の皆様の生活支
援や生業再建、伝統産業の復興も進
めます。」との発言がありました。港
湾は物流や観光の拠点であり、その
復旧は地域の活性化に繋がります。
能登地域全体のなりわいの再建に
貢献するべく、令和８年度中の主要
な施設の主要な施設の完成に向け
て、着実に取り組みを進めてまいりま
す。

■■■■■■■■■■■■■■

4. 港湾ロジスティクス
-----------------------------------
　前述のとおり17の戦略分野の１つ
として「港湾ロジスティクス」が位置
づけられ、国土交通大臣を座長とす
る「港湾ロジスティクスワーキンググ
ループ」が設置されました。
　４度にわたるワーキンググループの
開催により、港湾ロジスティクスを取
り巻く現状と課題、論点、施策の方
向性や、民間投資が期待される「港
湾荷役機械」「サイバーポート（港湾
物流DX）」「次世代型倉庫」の３分
野における官民投資ロードマップ等
について議論され、港湾ロジスティク
スの強化に向けて講ずるべき施策が
とりまとめられました。
　第一は、「自律的な港湾ロジスティ

クスの実現による国際競争力強化」
です。具体的には、他国に過度に依
存しないサプライチェーンの構築の
ため、大水深・大規模コンテナター
ミナルの整備や既存ターミナルの
再編・機能強化、AIターミナルの実
現、港湾荷役機械の生産機能の強化
に取り組みます。また、サイバーポー
トを中心としたデータプラットフォー
ムによる港湾手続のデジタル標準化
やカーボンニュートラルポートの形成
等を通じて、「選ばれる港湾」の実現
を目指すとともに、次世代型倉庫に
よる港湾背後のロジスティクス機能
の強化等により物流サプライチェー
ンの機能強化を図ります。
　第二は、「サイバー・フィジカル両
面での港湾の強靱化」です。名古屋
港におけるサイバー攻撃事案に象徴
されるように、近年ではサイバー攻
撃等の増大によるリスクも深刻化し
ています。港湾運送事業やサイバー
ポート及びNACCSのサイバーセキュ
リティ対策の強化に取り組むととも
に、大規模停電や通信障害発生時
のコンテナターミナルの機能維持の
ためにコンテナターミナルにおける大
規模停電対策等を進めます。また、
港湾の災害対応力の強化によるサプ
ライチェーンの強靱化を図るため、第
１次国土強靱化実施中期計画に位
置づけられた施策を着実に実施する
ことが重要であり、港湾施設の耐震
化や広域港湾BCPの策定、「協働防
護」による港湾の気候変動適応の推
進等を進めてまいります。
　第三は、「港湾ロジスティクスを支
える担い手の確保・育成」です。港
湾ロジスティクスを支える港湾運送
事業等の担い手不足に対応するた
め、自動化・遠隔操作化の導入等に

よる労働環境改善や港湾運送事業
の取引環境の改善、港湾運送事業に
おける人材育成に取り組みます。
　これらの施策を通じて、我が国
の経済成長や経済安全保障に貢
献し、国民生活と経済活動を支える
「港湾ロジスティクスの強化」に強い
決意をもって取り組んでまいります。

■■■■■■■■■■■■■■

5. 第１次国土強靱化実施
　 中期計画
-----------------------------------
　令和８年度から令和12年度を計
画期間とする「第１次国土強靱化実
施中期計画」においては、期間内に
実施すべき港湾の耐震性能の強化や
「協働防護」による気候変動適応な
ど、「推進が特に必要となる施策」が
位置づけられました。

【第１次国土強靱化実施中期計
画に位置づけられた港湾・海岸
施策】
①気候変動を踏まえた津波・高潮に
対応した海岸堤防等の整備

　近年の激甚化・頻発化する水災害
から国民の生命と財産を守るため、
平均海面水位の上昇等の気候変動
の影響を踏まえた海岸保全施設の
整備を実施します。

②海岸堤防等の地震・津波対策
　南海トラフ地震や首都直下地震
等、将来発生が予想されている大規
模地震を踏まえて、国民の生命と財
産を守るため、海岸保全施設の耐震
対策を実施します。
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③海岸堤防等の戦略的な維持管理
　進行するインフラ老朽化に伴う災
害耐力の低下に対応するため、予防
保全型メンテナンスへの本格的な転
換に向けた計画的・集中的な老朽化
対策を実施するとともに、ライフサイ
クルコストの縮減に向けた取組を実
施します。

④「協働防護」による港湾における
気候変動適応

　港湾における気候変動への適応を
図るため、関係者が気候変動への適
応水準や適応時期に係る共通の目
標等を定めるとともに、協定等に基
づきハード・ソフト一体の各種施策
を進める「協働防護」を推進します。
「協働防護」に係る制度等について
は、令和7年4月の港湾法改正により
新たに追加されたほか、港湾管理者
による協働防護計画作成に要する費
用の一部を国が補助する制度や、民
有護岸等に対する固定資産税の特
例措置が令和7年度に創設されまし
た。また、各種ガイドライン・手引き
の公表を行うなど、予算・税制・技術
面一体となった支援を進めておりま
す。

⑤総合的な防衛体制の強化に資す
る研究開発等

　被災状況の把握や復旧・復興の
迅速化、長寿命化や耐久力向上等、
我が国防衛力の向上にも資する研究
開発を促進することにより、国土強
靱化にかかる取組を更に効率的に進
めます。

⑥港湾における老朽化対策
　港湾施設が将来にわたりその機能
を発揮できるよう、維持管理計画や
予防保全計画に基づく予防保全型
の維持管理を推進することで、老朽
化が進行する港湾施設の機能を保
全・回復し、安全な利用を可能としま
す。

⑦港湾施設の地震対策
 「防災・減災、国土強靭化のための
５か年加速化対策」や最新の地震
被害想定等を踏まえ、港湾施設の耐
震化等を行うことにより、大規模地
震発生時においても国民生活・経済
を支える海上交通ネットワークの維
持や緊急物資輸送機能の確保を早
期に実現します。

⑧港湾施設の高潮・高波対策
　高潮・高波対策を推進することに
より、頻発化・激甚化する台風等によ
る東京湾をはじめとする重要な港湾
施設の被害の軽減を図り、海上交通
ネットワークを維持します。

⑨港湾における埋塞対策
　豪雨による大規模出水時や津波
による漂流物発生時等に船舶が安
全に港湾に到達できるよう、浚渫を
行うとともに漂流物回収を含めた
体制を強化し、海上交通ネットワー
クを維持します。

⑩港湾施設の強靱化に関連する技
術開発

　国土強靱化に直結する研究開発
を行うための体制を構築し、気候変
動対策や災害時の港湾施設の利用
可否判断の高度化等に必要な技術
基準類の策定等を進めます。

⑪港湾における津波対策
　港湾における「粘り強い構造」を
導入した防波堤の整備や、津波避
難施設等の設置など、ハード・ソフト
を組み合わせた津波対策により、人
命・財産の被害を早期に防止・最小
化します。

図-1　海岸の地震・津波対策事例
（和歌山下津港海岸）

図-2　想定される協働防護の取組

図-3 地震対策（仙台塩釜港）
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⑫港湾における走錨事故の防止等
に関する対策

　港湾における船舶の避難に必要な
水域を確保し、来襲する台風から海
上交通ネットワークを守ります。

⑬特定利用港湾における港湾施設
の整備

　特定利用港湾において、民生利用
を主としつつ、災害時における自衛
隊・海上保安庁の艦船の円滑な利用
にも資するよう、必要な整備又は既
存事業の促進を図ります。
　なお、令和８年４月時点で３３港
が特定利用港湾となっています。

⑭港湾における災害情報収集等に
関する対策

　衛星やドローン、カメラ等を活用し
て、港湾における災害関連情報の収
集・集積を高度化し、サイバーポート
を通じて関係者間で共有する体制を
構築するとともに、その分析結果を
港湾施設整備に反映します。

　以上の「推進が特に必要となる施
策」に関する事業規模は、「今後５
年間でおおむね20兆円強程度を目途
とし、今後の資材価格・人件費高騰
等の影響については予算編成過程
で適切に反映する。」とされておりま
す。中期計画に定められた施策の推
進に向けて、昨今の資機材や人件費
高騰等の影響も鑑みながら、必要な
予算の確保に努めてまいります。

■■■■■■■■■■■■■■

6. 協働防護の推進
-----------------------------------
　気候変動に伴い見込まれる、海面
水位の上昇や台風の強大化に対応す
るため、令和７年４月の港湾法改正
を踏まえて「協働防護」の取組が進
められております。
　港湾におけるすべての関係者が気
候変動への適応水準や適応時期に
係る共通の目標等を定めるとともに、
協定等に基づきハード・ソフト一体の
各種施策を進める取組が「協働防
護」です。
 「協働防護」の具体的な取組とし
て、まず港湾管理者が港湾全体とし
ての目標水準を港湾計画に記載し、
記載内容の実施のため、関係者から
なる協働防護協議会を組織し、気候
変動を考慮した浸水想定の作成、適
応水準や適応時期の検討等を行い
ます。そして、目標、目標達成のため
に行う事業及びその実施主体、計画
期間等を記載した協働防護計画を作
成します。さらに、協働防護計画に定
められた事業の実施主体は承継効
を付与した協働防護協定を締結する
ことで、対策の実施・運用の枠組み
を定めるとともに、取組の継続性を
確保することとなります。
　令和７年度より協働防護計画作成
に係る補助制度及び民間所有護岸
等に対する税制特例措置を創設する
とともに、「協働防護計画作成ガイド
ライン」「港湾立地企業における気
候変動リスク評価手法ガイドライン」
「協働防護協定の手引き」を作成・
公表しております。
　両ガイドラインの本体については、
港湾局HPでご確認下さい。

https://www.mlit.go.jp/kowan/
kowan_fr7_000117.html

■■■■■■■■■■■■■■

7. おわりに
-----------------------------------
　本年も台風の来襲や地震が相次
いで起こる中、港湾・海岸における
防災対策の強化や強靱化の推進は
喫緊の課題です。
  「令和６年能登半島地震」を踏ま
え、災害時の海上支援ネットワークの
形成のため、広域港湾BCPの検討及
び緊急物資輸送の輸送をはじめとす
る支援の拠点となる広域支援ふ頭や
地域支援ふ頭の指定に向けた検討
が進められております。
　また、国土交通省では全国８箇所
において、当該地域の重要性や対策
の技術的困難性に鑑み、直轄にて海
岸保全施設整備事業を推進しており
ます。これらの直轄事業の推進とと
もに、各地域の港湾海岸における浸
水対策や耐震対策、侵食対策など、
各地域ニーズに合わせて、補助事
業、交付金事業で支援しており、着
実に事業を推進し、安全・安心の確
保に努めてまいります。
　さらに、津波・高潮からの浸水防
護のため、防潮堤とともに整備され
る水門・陸閘の「操作規則」に基づ
き、安全かつ確実な運用の徹底やそ
のための訓練の実施などを促し、国
全体としての海岸保全を推進してま
いります。
　引き続き、港湾海岸防災協議会の
会員の皆様と連携して、取組を推進
してまいりますので、ご支援、ご協力
をお願い申し上げます。

海岸・防災行政をとりまく最近の動向
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　 　 　   はじめに

　我が国の産業活動及び国民生活
を支える重要な物流拠点である港湾
は、水際線に存在する特性上、津
波や高潮等の自然災害のリスクを避
けることができません。平成30年９月
に大阪湾を襲った台風第21号では、
大阪港及び神戸港において高潮によ
り、港湾の堤外地で多数の浸水被
害が発生したほか、コンテナが航路・
泊地に流出したことにより、神戸港で
は２日間、大阪港では３日間にわたり
港湾機能が停止しました。また、コン
テナの倒壊や電源施設の浸水をはじ
め、港湾施設及び海岸保全施設に
甚大な被害が生じました。さらに、令
和元年９月及び10月に東京湾を襲っ
た台風第15号（令和元年房総半島
台風）及び台風第19号（令和元年東

日本台風）では、高潮・高波・暴風によ
り、護岸の倒壊、越波による浸水、コ
ンテナの倒壊・散乱、走錨船舶の港湾
施設への衝突等、東京湾内の港湾を
中心に大きな被害が生じました。

　 　 　   協働防護の概要

　高潮等の外力については、今後、
気候変動に伴う海面上昇等により強
大化・頻発化することが想定されてお
り、港湾施設に影響を及ぼす外力と
して、平均海面水位、潮位偏差、
波高の増加が見込まれています。
　このような背景を踏まえ、港湾にお
いて気候変動への適応に取り組むた
めには、多くの施設管理者が連携・
協働し、一体となって「切れ目のない
防護ライン」を形成することが必要で
す。そのためには、官民の関係者が

あらかじめ適応時期や適応水準等の
共通の目標を含む計画を定め、ハー
ド・ソフト一体の施策を協働して進める
ことが重要となります。こうした一連の
取組を「協働防護」として推進してい
ます。
　令和７年10月に施行された改正港
湾法により、気候変動への適応水準
や適応時期に係る共通の目標等を定
めるための協働防護協議会及び協
働防護計画、関係者の協働による防
護水準確保の取組を促進するため
の協働防護協定が法制度化されまし
た。

　 　 　   予算・税制面での支援

　港湾管理者が協働防護計画を作
成するため実施する浸水シミュレー
ションや協働防護協議会の開催経費

「協働防護」の推進に向けた
ガイドラインの策定について

特集

国土交通省　港湾局海岸・防災課調査係長　　宮下　大樹

図１　協働防護計画のイメージ図
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等について、令和７年度から最大１/
２の国費補助を行っています。
　また、協働防護計画・協定に基づ
いて整備・かさ上げ等を行った民間所
有の護岸等に対して、取得後５年間
で当該施設に係る固定資産税を最大
１/２減免する措置を令和７年度から
創設しています。

　 　 　   協働防護計画作成ガイド
ライン

　協働防護計画は、港湾計画に記
載された想定外力等に基づき、浸水
が想定される区域ごとに、施設によっ
て防護する外力規模、目標年次、特
定港湾施設の整備事業（最適化事
業）の実施箇所及び整備主体等を定
めるとともに、避難確保、事業継続
計画（BCP）の策定、情報提供・訓練
の実施等のソフト対策を含めた総合
的な防護方策を示すものであり、港
湾法に基づき港湾管理者によって作
成・公表されます。
　「協働防護計画作成ガイドライン」
は、協働防護計画の作成手順、関
係者との主な調整事項、協働防護区
域設定の考え方等を示すとともに、令
和６年３月に公表された「港湾におけ
る気候変動適応策の実装方針」等の
内容を踏まえ、気候変動に起因する
外力変化量の推定方法や気候変動
適応策の検討方針等を示す技術的
指針として、主に港湾管理者向けにと
りまとめたものです。

　 　 　   港湾立地企業における気
候変動リスク評価手法ガ
イドライン

　G20のタスクフォースであるTCFD

（気候関連財務情報開示タスク
フォース）の提言に基づき、気候変
動に伴うリスクや機会を考慮した経営
戦略の開示を求める動きが近年加速
しています。さらに港湾においては、
考慮すべき外力が複数存在すること
や、リスク評価にあたっての簡易的な
方法論が確立されていないことなどか
ら、内陸部の洪水浸水被害等の他
の物理的リスクと比較して、開示内容
や対応方策の検討を難しい状況にあ
ります。
　このため、「港湾立地企業における
気候変動リスク評価手法ガイドライン」
では、気候変動による高潮・津波等に
伴う物理的リスクの評価を行う港湾立
地企業向けに、把握すべきリスクやリ
スクの定量的な算定方法に関する基
本的な考え方をとりまとめています。

　 　 　   協働防護協定の手引き

　協働防護協定とは、公表された協
働防護計画に基づき、最適化事業の
継続性を確保するため、港湾管理者
や民間事業者等の関係者が、整備
や管理に要する費用の負担方法や違
反時の措置等を定めるものです。協

「協働防護」の推進に向けた
ガイドラインの策定について

働防護協定は承継効を付した協定で
あることから、売買等により土地の所
有者等が変更された場合であっても、
その効力は新たな所有者等に承継さ
れます。これにより、特定港湾施設
の整備目標が維持されるため、防災
インフラ投資への投資が無駄になるこ
とを防ぐことができます。
　「協働防護協定の手引き」は、港
湾管理者、地方公共団体、港湾立
地企業等の幅広い関係者を対象と
して、協働防護協定の締結に向け、
協定に盛り込むべき内容や留意事項
等を取りまとめたものです。

　 　 　   おわりに

　国土交通省港湾局においては、協
働防護や各種ガイドラインに関する説
明体制を整えているところであり、協
働防護による気候変動への適応を検
討する港湾関係者におかれては、当
窓口を積極的にご活用願います（詳
細は港湾局HP参照）。
https://www.mlit.go.jp/kowan/
kowan_fr7_000117.html

図 2　協働防護の制度的枠組みの全体像
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　こうした湊町としての歴史を背負う
新潟下町において、単なる環境美化
にとどまらず、まちの誇りと文化を次
世代へ伝えるべく、本会は３０年に
わたり地域の奉仕活動を続けていま
す。
　

　  3．団体の概要・設立経緯
　

　本会は、新潟港海岸（西海岸地
区）を中心とした環境美化・清掃活動
を継続的に実施している市民ボラン
ティア団体です。会の目的に「新潟
下町の振興・開発を推進し、豊かな
町づくり、幸せ、繁栄を図ること」を
掲げ、趣旨に賛同する住民等をもっ
て組織し、令和８年現在、３９名の
会員がご活躍されています。
　活動の出発点は平成８年（1996
年）にさかのぼります。当時の新潟港
海岸（西海岸地区）は、漂着ごみや
生活ごみが散乱し、地域の誇りであ
るはずの砂浜が荒廃しつつありまし
た。「自分たちの街の海岸は自分たち
の手で守ろう」という思いを持つ地域
住民が自発的に集まり、有志による

させながら思い出話をお聞かせいた
だきました。

　   ２．新潟下町とは？
 
　新潟下町（しもまち）とは、新潟県
新潟市中央区に位置する日本海と信
濃川に囲まれた、通称「新潟島」と
呼ばれる地域の信濃川河口流域に
広がる一帯のことを指し、新潟西港
や新潟港海岸（西海岸地区）からほ
ど近い位置関係にあります。このあ
たりは新潟市の中でも特に歴史が古
く、江戸時代には北前船が寄港す
る湊町として大いに栄え、町屋や回
船問屋など当時の面影を残す歴史
的建造物が今も多く残っています。
　また幕末の安政５年（1858年）、日
米修好通商条約の締結により、新潟
は函館・横浜・神戸・長崎と並ぶ「開
港五港」の一つに日本海側で唯一指
定され、開港と同時に設置された新
潟運上所（のちの新潟税関）庁舎は、
現在も重要文化財として残り、みなと
ぴあ（新潟市歴史博物館）に隣接し
てその歴史を今に伝えています。

　   １．緑綬褒章受章　
 
　令和８年春の緑綬褒章において、
　「新潟下町をよくする会」が長年の
社会奉仕活動の功績が認められ、
環境美化奉仕団体として受章されま
した。
　緑綬褒章は「自ら進んで社会に奉
仕する活動に従事し徳行顕著な者
や団体に授与されるもの」とされてい
ます。
　令和８年５月２５日に国土交通本省
で挙行された褒章伝達式には、会を
代表して会長の久保田文博氏が出
席されました。
　伝達式では国土交通省広瀬技監
から受章者の代表者に褒章が授与
され、団体として受章した新潟下町
をよくする会には「褒状」が授与され
ました。
　伝達式後は安部港湾局長から久
保田会長に長年の社会奉仕活動に
対する感謝の言葉が述べられ、久
保田会長からは、活動を認めてもら
えた事への返礼があり、これまでの
長き活動を振り返り、時に目頭を熱く

海岸協力団体の紹介
～新潟下町をよくする会～

特集

北陸地方整備局　新潟港湾・空港整備事務所　総務課

褒章伝達式の様子 真ん中が久保田会長
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清掃活動が始まりとなり、正式に同年
６月に「新潟下町をよくする会」として
組織化されることとなりました。
　創設以来、歴史ある下町エリアの
環境美化と地域コミュニティの活性化
を両輪に据え、行政や他団体とも連
携を深めながら活動を継続・発展させ
てきました。

　   ４．表彰された活動内容
　
　平成８年６月の設立時以降、春か
ら夏を中心に年１０回（令和６年から
は年５回）、３０年間継続して、新潟
港海岸（西海岸地区）の「日和山浜」
及びその周辺で海岸清掃奉仕活動
等を実施しています。
　海の月間である７月には新潟市が
呼びかけを行っている一斉清掃にあ
わせて地域に住む高齢者から児童
等、幅広い年齢層とも協力し活動の
輪を拡げています。
　また、国土交通省北陸地方整備
局新潟港湾・空港整備事務所が実
施してきた海岸の安全利用点検にも
積極的に参画するなど、精力的に活
動を展開してきました。特に大型連
休や夏休み前には重点的に砂浜に
陥没の危険な場所がないか、約２．６
キロにわたる海岸線を歩き、棒で砂
浜をつついては足を取られる恐れが

ないかなどを確認し、波に削られて
出来た砂の段差を崩して解消する作
業も行いました。令和元年７月には
国土交通省より新潟港海岸の「海岸
協力団体」に指定され、これを機に、
同会の活動はさらに意欲的なものとな
りました。
　これら長年にわたり自発的かつ継
続的に社会奉仕活動に貢献されたこ
とが高く評価され、令和８年春の緑
綬褒章を授与されることとなりました。

　   ５．受章に際しての思い
　
　久保田会長は先代の会長や、か
つての仲間にも想いを馳せながら
「褒められようと思って始めた訳では
無いが、地域のことを考えやって来
た事へのご褒美だと思った。この受
章は、会の創設以来３０年間、雨の
日も風の強い日も海岸に立ち続けてく
れた会員一人ひとりと、応援してくだ
さっている地域の皆さまへの褒章だ
と思っている。また緑綬褒章以上に
名誉なことは無く、名に恥じないよう
今まで以上に真摯に取り組んでいく
所存です。」と語られました。

　  ６．今後の活動の展望　
　　　　　　
　緑綬褒章受章を機に会員の士気

海岸協力団体の紹介

は更なる高まりを見せる一方で会長
は３０年続いたこの活動を、次世代
へ確実に引き継ぐことが重要と考えて
おり、会員内の世代交代や海岸清
掃やビーチイベントを通じて知り合っ
た団体とも協力関係を強化し、活動
の裾野を広げていきたいと考えてい
ます。
　また本会の長年の活動により、新
潟港海岸（西海岸）はかつての荒れ
た状態から再生を遂げ綺麗に維持
されていますが、会長はこの新潟下
町の誇りである砂浜を是非皆さんに
使ってもらいたいと願っています。会
長は「ビーチライフIN新潟」の実行
委員長も務めており、例年７月にス
ポーツや遊びを通じて、子どもから
大人まで誰もが海辺の魅力を体験・
再発見することを目的としたビーチイ
ベントを開催しており、今後もビーチ
文化の普及に力を入れたいと考えて
おられます。

　  ７．おわりに　　　　　　
　　
　久保田会長に「今まで大変だった
ことはありませんか？」と質問をしたと
ころ、「仕事じゃないからね、大変と
思ったことは無かったよ」と満面の笑
みで語られました。

海岸清掃の様子 新潟下町をよくする会のメンバー
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「防災対策」について研究会を開催しました

　港湾海岸防災協議会では、港湾海
岸防災事業の促進運動、海岸シンポ
ジウムの実施、雑誌「波となぎさ」発行
等による関係事業に取り組んでまいり
ました。
　こうした従来の関係事業に関する
活動に加え、会員の方々が抱える港
湾海岸関係及び防災関係の課題に
ついて分析及び施策の検討を行い、
その結果を提供することにより会員の
方々の業務の向上に資することを目的
として、平成29年度に「港湾海岸防
災協議会研究会」を設置し、今回で８
回目の開催となりました。
　今回は、「防災対策」をテーマに、石
川県、七尾市及びカナデビア株式会
社の担当者よりご講演頂きました。な
お、冒頭で、国土交通省港湾局海岸・

報 告 事 項

港湾海岸防災協議会
　　　　　　事　　務　　局

（ 図- １）

防災課より最近の港湾海岸防災行政
に係るトピックスをご講演頂きました。
　令和8年2月5日（木）14時より対面・
オンライン併用で開催し、対面での参
加が約20名（東京都港区赤坂の公
益社団法人日本港湾協会会議室）、
オンラインでの参加が約180名と多く
の参加者での開催となりました。
　はじめに、国土交通省港湾局海岸・
防災課海岸・防災企画調整官　小山
真人様より「港湾における防災・減災、
国土強靱化に関する最近の情勢につ
いて」と題し、ご講演いただきました。
　令和７年４月に成立した改正港湾
法について、能登半島地震で明らか
になった課題や気候変動に伴う海水
面上昇に対応するため、応急公用負
担や協働防護計画制度等が創設さ

れた、との説明がありました。（図―１）
　次に、能登半島地震とそれを踏まえ
た政策展開についての説明に移りま
した。
　令和６年１月１日に発生した能登半
島地震により北陸地方の29港のうち、
能登半島地域を中心に22港で被害
が発生し、岸壁の損傷とともに、ふ頭
用地の沈下・液状化など岸壁背後の
被害も多く発生したこと、地震、津波並
びに地盤の隆起による被害があった、
とのことでした。
　また、今回の能登半島地震により、
①耐震強化岸壁が地震発生時にも
港湾機能を維持し、海上からの物資
輸送や救援部隊・被災者の輸送、基
幹的な海上物流ネットワークの確保等
の重要な役割を果たすことが改めて
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変動リスク評価手法ガイドライン」の概
要に関し、記載事項や主要ポイントに
ついての説明がありました。
　最後に、港湾における国土強靭化
に向けた取り組みについての説明が
ありました。令和7年6月6日に閣議
決定された第1次国土強靭化実施中

算措置）、③民間所有護岸等に対す
る税制特例措置、④協働防護計画作
成ガイドライン等の作成・公表により予
算・税制・技術面一体の支援を行って
いる旨の説明がありました。（図―３）
　さらに、「協働防護計画作成ガイドラ
イン」と「港湾立地企業における気候

確認されたこと、②支援物資や燃料を
積んだ支援船が、支援港と受援港（能
登半島地域）との間を頻繁に往復する
ことで支援活動を継続的に実施したこ
と、③応急復旧により港湾機能を一定
程度確保しつつ、災害廃棄物や建設
資材の輸送を優先しながら本格的な
復旧に取り組んでいることな
どが紹介されました。（図―
２）
　さらに、能登半島地震を踏
まえた政策展開として、ハー
ド面での施策とソフト面での
施策についての説明があり、
港湾法改正、予算措置、港
湾BCPガイドラインの改訂、
港湾の基本方針の変更等
により実施される、とのことで
した。
　次に、港湾における「協働
防護」について説明がありま
した。
　その背景として、近年の主
な高潮・高波被害等につい
て紹介され、気候変動による
影響により世界の気候リスク
が深刻化しており、こうした
気候変動リスクへの港湾で
の取組として、港湾関係者
が適応水準や時期に関する
共通の目標を定め、ハード・ソ
フト一体の施策を進める「協
働防護」の考え方に基づき、
総合的防災・減災対策を進
めていくことが必要である、と
のことでした。
　こうした協働防護の取り
組みを進めるために、①港
湾法を改正し、協働防護協
議会、協働防護計画や協定
制度の創設、②港湾管理者
への協働防護計画の作成
支援（令和７年度からの予

（ 図- ２）

（ 図- ３）
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では「液状化」による被害が発生した、
とのことでした。（図―５） 
　また、地震発災後の港の役割とし
て、金沢港が能登半島への支援物資
の海上輸送拠点として活用され、宇出
津港、飯田港、穴水港及び七尾港は、
公費解体で発生した災害廃棄物の
海上輸送拠点として復旧に貢献した
との紹介がありました。また、金沢港
は、海上輸送による大量のセメント運

ける港湾の復旧状況について」と題
し、ご講演いただきました。
　初めに、令和６年能登半島地震並
びに奥能登豪雨の概要について説
明があり、動画で石川県内の被災状
況等の紹介がありました。
　次に、港湾の被害状況についての
説明に移り、特徴として、外浦側では

「地盤隆起」による被害、内浦側では
「津波」による被害、金沢港・七尾港

期計画の計画期間や施策等の紹介
があり、事業規模は今後５年間でおお
むね２０兆円強程度を目途とし、今後
の資材価格・人件費高騰等の影響に
ついては予算編成過程で適切に反映
される、とのことで講義が締めくくられま
した。（図―４） 
　続いて、石川県　奥能登土木総合
事務所　事業調整室長　前田輝也
様から「令和6年能登半島地震にお

（ 図- ５）

（ 図- ４）
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港、小木港及び穴水港の被災状況や
復旧・復興状況について写真を中心
に説明があり、和倉港海岸の復旧に
ついては県施工0.7㎞では令和7年
度内、国施工1.1㎞は令和8年度中の
完成を目指している、とのことでした。
　また、能登半島地震を踏まえた「金
沢港将来ビジョン」等について紹介が
ありました。金沢港将来ビジョンによ
り、大規模地震等に備えた国土強靭

活動が停止しましたが、仮桟橋を設置
するなど応急復旧が完了し、順次操
業を再開した、とのことでした。今後、
輪島港復旧・復興プランに基づき、創
造的復興に向け、港湾機能の強化や
強靭化を図るとともに、生業（なりわい）
の再建や暮らしとコミュニティの再生
に取り組みます、とのことでした。（図―
７）
　続いて、飯田港、七尾港、宇出津

搬により復旧・復興に向けた資材の安
定供給に寄与した、との紹介がありま
した。（図―６） 
　続いて、石川県管理10港湾の復
旧・復興状況について説明があり、建
設業協会等のご尽力により令和７年３
月までに全ての港湾で応急復旧が完
了したことなどが紹介されました。
　輪島港においては、地盤隆起による
座礁等により約200隻の漁船の漁業

（ 図- ６）

（ 図- ７）
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　続いて、令和６年能登半島地震の
概要について報告があり、七尾市で
は震度6強が1回、震度5弱が4回記
録され、住宅被害が全壊538件含め
1万7千件を超え、七尾市内の９６％
で断水が発生したことや発災当初の
市役所の様子などが紹介されました。

（図―１０） 
　次に、道路に関する被害状況や応
急・災害復旧工事の状況について説
明がありました。
　また、能登半島地震を振り返って、も
し発災が夏季の平日であれば、災害

より、多くの教訓を残していると感じま
した。
　続いて、七尾市建設部土木課長
鷹合豊勝様から「能登半島地震　正
月を襲った衝撃と防災対応の記録に
ついて」と題し、ご講演いただきまし
た。
　最初に、石川県七尾市は古くから
能登地域の政治・経済・文化の中心と
して発展し、青柏祭の曳山行事や石
崎奉燈祭など四大祭が大切な行事と
して古くから引き継がれていることが
紹介されました。（図―９）

化に資する港づくりを重点戦略として
施策を推進するとともに、令和７年３月
に改訂した「金沢港港湾計画」に基づ
き、物流機能の強化と強靭化を推進
する、とのことでした。（図―８）
　最後に、今回の地震を教訓とした課
題として、大規模災害時に防災拠点
に活用できるオープンスペースの確保
など災害に強い防災拠点の構築等が
あげられます、とのことでした。
　能登半島地震では、地理的（半
島）、社会的（過疎・高齢化）、時期的

（正月）の３点での制約下での被災に

（ 図- ９）

（ 図- ８）
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関連死や火災、交通事
故件数の増加が懸念さ
れ、防災計画では多様な
シナリオを想定することが
重要、との考察が報告さ
れました。
　続いて、港湾・漁港等
に関する被害状況や応
急・復旧工事の状況につ
いて説明がありました。

（図―１１）
　和倉港海岸における
協議会の経緯や護岸復
旧状況については、旅館
の再建と歩調を合わせつ
つ、令和8年度中を目途
に可能な限り早期の完成
を目指します、との説明が
ありました。（図－１２）
　最後に、「全国の皆様
からの多大なるご支援を
賜り、心より感謝申し上げ
ます。復興に向けて取り
組んでおり、能登へ来ら
れる際は、ぜひ七尾市に
お立ち寄りください。」とし
て講演が締めくくられまし
た。
　インフラの被害状況と
応急・復旧状況の対比や
発災当初の市役所の様
子が写真で分かりやすく
まとめられており、地方公
共団体の皆様にとってと
ても参考になったのでは
ないか、と感じました。
　最後に、カナデビア株
式会社　社会インフラ事
業本部　技術統括部　
仲保京一様から「海底設
置型フラップゲート式水
門について」と題し、ご講
演いただきました。

（ 図-10 ）

（ 図-11 ） 

（ 図-12 ）
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台風の強大化などが懸念されるとのこ
とでした。（図―１３）
　続いて、水門等の従来技術の課題・
弱点として、操作員が到着できないと
機能発揮できない、操作員の逃げ遅
れの危険や操作ミスを回避することが
難しいといった点があげられ、また、電
子機器の突発的な故障を定期点検
で回避することも難しく、システムの複

　フラップゲート式水害対策設備の開
発経緯等に関しご説明があり、海底設
置型は2003年に開発に着手し2017
年に初受注、陸上設置型は2009年に
開発に着手し2014年に初受注、その
後、原子力発電向け等の受注があっ
た、とのことでした。開発の大きな背景
には2011年の東日本大震災があり、
今後は、気候変動による海面上昇や

（ 図-13 ）

雑化・高度化により故障発生確率が
上昇し、部品交換等により維持管理費
の負担が増大している、とのご説明が
ありました。（図―１４） 
　これらの課題・弱点を解決するため
に、海底設置型フラップゲート式水門
の開発が行われましたが、この技術に
関しても、①船舶航行への影響、②維
持管理、③津波作用時の衝撃力等の

（ 図-14 ）
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年度以降も継続して「港湾海岸防災
研究会」を開催し、会員の皆様に情報
を提供していきたいと考えております。
会員の皆様におかれては、テーマ等に
ついてご希望があれば、事務局あて
ご連絡をお願い申し上げます。

（注）掲載の写真や資料は、講演資料の一部を
　　抜粋しました。

課題がありました、とのことでした。
　この課題に対しては、①係留フック、
②状態監視装置、③起立安定化プ
レートの導入により課題を解決し、結果
として、海底設置型フラップゲート式水
門の導入により、防護ラインの短縮・単
純化などさまざまな効果が期待される、
とのご説明がありました。（図―１５） 

　最後に、日本国内での施工実績と
稼働事例が紹介されました。（図―
１６）
　講師の皆様におかれては、ご多忙
にも関わらず快く講演をお引き受け下
さり、この誌面をお借りして改めて御礼
申し上げます。
　港湾海岸防災協議会では、令和８

（ 図-15 ）

（ 図-16 ）
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検討会」を設置し、復旧方針を策定、
施設の早期復旧に寄与しています。

２）低気圧と前線による大雨
　令和７年８月６日から12日にかけ
て、日本付近に停滞した前線や前線
上の低気圧に向かって暖かく湿った
空気が流れ込んだ影響で、北日本か
ら西日本の広い範囲で大気の状態
が非常に不安定となり大雨となりま
した。
　港湾施設の影響については、石川
県の穴水港や宇出津港において臨
港道路が冠水したほか、熊本県の八
代港ではクルーズターミナルにおいて
停電が発生しました。同県の三角港
では護岸のせり出しが確認されまし
たが、港湾利用に影響はありません

が発生する可能性が平常時に比べて
相対的に高まったとして、「北海道・三
陸沖後発地震注意情報」も発表され
ました。
　港湾施設については、津波注意
報解除後に緊急災害対策派遣隊
（TEC-FORCE）による緊急点検を
実施したところ、公共・民有バースの
岸壁全てにおいて、船舶の着岸は可
能であったものの、係留施設および
荷さばき施設において、ひび割れ、段
差、液状化等が確認されました。
　一部岸壁については、１週間後の
12月15日に応急復旧工事に着手し発
災から約２週間で工事が完了しまし
た。さらに、八戸港の早期復旧が図ら
れるよう、被災した港湾施設の復旧
方法を検討するための「八戸港復旧

令和７年度　災害対応総括

１．はじめに

　近年、気候変動の影響により、気
象災害が激甚化・頻発化しているこ
とに加え、南海トラフ地震や首都直
下地震等の港湾・臨海部への甚大な
被害が想定される大規模地震の発生
が切迫しております。
　令和７年度においては、青森県東
方沖を震源とする地震をはじめ、台
風22号や翌週の台風23号、令和８年
１月の大雪など、多くの自然災害が発
生しました。さらに７月30日に発生し
た、カムチャッカ半島付近を震源とす
る地震に伴い、北海道から和歌山県
の太平洋沿岸に津波警報が発表さ
れ、岩手県久慈港で1.3メートルの津
波が観測されるなど、各地で津波が
観測されました。
　本稿では、令和７年度に発生した自
然災害における港湾の被害および港
湾局の対応についてご紹介します。

２．令和７年度の主な災害

１）青森県東方沖地震
　令和７年12月８日23時15分、青森県
東方沖を震源とする最大震度６強を
観測した地震が発生しました。また、
この地震により北海道太平洋沿岸中
部、青森県太平洋沿岸、岩手県に津
波警報が発表され、東日本の太平洋
側の広い地域に津波注意報が発表さ
れました。さらに、続けて大規模地震

報 告 事 項

国土交通省　港湾局　海岸・防災課　災害対策室
花坂　崇史

（b）応急復旧工事状況（八戸港）
　写真１　青森県東方沖地震による
　　　　　被害（令和７年12月）

（a）岸壁の段差・ひび割れ（八戸港） （a）臨港道路冠水状況（穴水港）

（b）臨港道路冠水状況（宇出津港）

写真２　低気圧と前線による大雨
 （令和７年８月）
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を輸送しました。
　上記事例を背景に、令和８年４
月16日、周南市と中国地方整備局は
“みなと”の機能を活用した迅速か
つ円滑な災害対応に資することを目
的とした「災害時等における海上輸
送体制の支援に関する協定」を締結
し、災害発生時における支援体制の
強化および連携体制の確立を図って
います。

４．おわりに

　近年、我が国では気象災害が激甚
化・頻発化し、各地で甚大な被害が
発生しております。国内外の物流・人
流や地域の経済活動を支える港湾の
防災・減災が極めて重要です。これ
までの災害から得られた教訓を活か
し、港湾管理者や関係機関などと連
携し、事前の対応や船舶を活用した
支援などに積極的に取り組み、引き
続き災害対応力の向上に努めてまい
ります。

県石巻市の表浜港など、約20の地域
で人員輸送訓練や緊急物資輸送訓
練等が実施されました。
　令和７年度の“みなと”を活用した
災害対応支援事例として、山口県周
南市の仙島で発生した山林火災をご
紹介します。
　令和８年１月21日の夕方、周南市
の無人島、仙島で林野火災が発生し
ました。周南市消防本部からの応援
要請を受け、中国地方整備局の港湾
業務艇「おおつ」を活用した消防隊
員の輸送および消火活動に必要な資
機材等の物資輸送を実施しました。
この輸送では、周南市本土から仙島
間を計16往復、消防隊員延べ148名

でした。

３）令和８年１月の大雪
　令和８年１月21日から25日にかけ
て、冬型の気圧配置により、北日本か
ら西日本にかけての日本海側や、東
日本から西日本の内陸で大雪となり
ました。
　港湾施設の影響については、石川
県の金沢港、新潟県の直江津港が
積雪により荷役停止したほか、福井
県の敦賀港の臨港道路において大
雪による通行止めが発生しました。

３．港湾局の取組

　これまでに経験したことのない豪
雨による洪水や土砂災害等の気象災
害が多く発生している中、陸路が寸
断して孤立した被災地において、海
上輸送を活用した緊急物資や生活物
資、救援部隊や被災者の輸送等の事
例が増えつつあります。
　こうした状況を踏まえ、“みなと”の
機能を最大限活用した、災害対応の
ための物流・人流ネットワークを「命
のみなとネットワーク」と名付け、ネッ
トワークの形成に向けた取組を各地
域で進めています。
　令和７年度も全国各地で人員・物
資輸送訓練や協議会が実施されまし
た。令和７年12月6日に徳島県阿南市
の橘港、令和８年３月26日には宮城

（a）人員輸送訓練（橘港）

（b）緊急物資輸送訓練（表浜港）
写真３　訓練実施状況

（a）資機材等の荷卸しの様子

（b）水深を確認し航行する様子

（c）港湾業務艇「おおつ」

写真４　山林火災での対応の様子

写真５　災害支援協定の締結
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地域における海岸美化への取り組みについて

「海をきれいにするための一般協力者の奉仕活動表彰」の受賞者をご紹介します。

令和８年　海をきれいにするための一般協力者の奉仕活動表彰受賞者一覧

　本表彰事業は、沿岸域の住民、船
舶の利用客等、海が大好きな皆様に
よる、海をきれいにするための奉仕
活動を顕彰し、国民の皆様により一
層海への親しみを深めていただくと
ともに、海の利用・開発、海洋環境

保全への理解と協力を得て海洋・海
事思想のより一層の普及を図ること
を目的として、毎年、国土交通大臣及
び各地方整備局長等が行っているも
のです。
　以下、港湾海岸に係る令和８年度

の国土交通大臣表彰受賞者（地方
整備局関係）及び地方整備局長表彰
受賞者を紹介するとともに、その取り
組み内容を一部紹介させていただき
ます。

国土交通大臣表彰

受 賞 者 名 ブロック名

むつ市立近川中学校
青森県立むつ養護学校 東 北

石巻市立渡波中学校 東 北

（一社）千葉市建設業協会
（一社）千葉県建設業協会千葉支部 関 東

射水市六渡寺自治会 北 陸

松崎ポートクラブ 中 部

特定非営利活動法人大阪海さくら 近 畿

岡山県立笠岡工業高等学校 中 国

社会福祉法人親誠会山口秋穂園 中 国

該当なし 四 国

福岡市立勝馬小学校 九 州

行橋市立今元小学校 九 州

「さがのせきビーチクリーンアップ作戦」実行委員会 九 州

特定非営利活動法人長崎ビーチサービス 九 州
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各地方整備局長表彰

受 賞 者 名 ブロック名

油川連合町会 東 北

八戸市立大久喜小学校 東 北

株式会社サカモトアクエア 東 北

洋野町立中野小学校 東 北

全国海友婦人会宮古支部 東 北

気仙沼の海辺を守る会 東 北

遊佐町立遊佐小学校
遊佐町立遊佐中学校
山形県立遊佐高等学校

東 北

いわきサンシャイン拾活クラブ 東 北

（株）朝日工業社横浜支店 関 東

東洋建設（株）みなとクリーンクラブ 関 東

上海府地区向上委員会オレモオメモ 北 陸

亀崎潮干祭保存会 中 部

心がすっきり御前崎で夢拾い 中 部

津市立一身田小学校 中 部

伊藤ハム米久ホールディングス株式会社 近 畿

NPO 法人わかやま環境ネットワーク 近 畿

ダイヤモンド瀬戸内マリンホテル 中 国

丸尾原子ども会 中 国

指定障害福祉サービス事業所なごみ 四 国

香川県立津田高等学校 四 国

直島町立直島中学校 四 国

Clean the coast 四 国

一般社団法人ふくおか FUN 九 州
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海の日に海を想い・キレイにする文化が広まることを願って～ 2026 ブルーサンタごみ拾い in 四倉海水浴場～　

東北地方整備局　●いわきサンシャイン拾活クラブ　

行うビーチクリーン、８月のいわき花火大
会翌日のゴミ拾い、２月にはいわきサン
シャインマラソンコース４２ｋｍのゴミ拾
いを実施されており、回収ごみは、各イベ
ントごとに１００～１５０袋程度にもなるそ
うです。これらの奉仕活動は、９年間継続
して行われているもので、小名浜港港内
及びいわき市内の海岸や漁港の環境美
化・保全、そして参加者はもちろん、年間
約２００万人が訪れる「いわき小名浜みな
とオアシス」構成施設のアクアマリンパー
ク来場者の環境意識向上に貢献されて
います。
　今年も、海の恩恵に感謝する日として
定められた「海の日」に、「海を想い・キレイ
にする文化が広まることを願って、サンタ
の格好で 一緒に海をキレイにしましょう！」

　東北地方整備局長表彰を受賞されまし
た「いわきサンシャイン拾活クラブ」のご
紹介をさせて頂きます。
　同クラブは、平成２９年２月にランニン
グコ―スのいわき市小名浜港港内の清
掃活動を開始され、同年４月に「ランニン
グをしながらゴミ拾いを行うことを通じ
て、地域の環境美化を促進し、地域住民
の意識向上を図る」ことを目的とする任
意団体として設立されました。設立以降、
団体として呼びかけを行い、集まってくれ
たボランティア１０〜３０人程度と共に、毎
月１回ごみ拾いを行われています。
　そのほか大きなごみ拾いイベントとし
て、７月の海の日に青いサンタの格好で

と呼びかけ、７回目になる「２０２６ブルーサ
ンタごみ拾いｉｎ四倉海水浴場」が７月１９
日(日)に開催されました。
　四倉海水浴場は前日に海開きを迎え、
この夏も海を楽しみに訪れる多くの皆さ
んが、きれいな海で気持ちよく過ごせる
ように感謝の気持ちを込めて行っている
そうです。「海水浴場の砂浜はとてもきれ
いな状態でしたが、少し離れた遊泳禁止
区域では、ペットボトルやペットボトルの
キャップ、プラスチック製の袋などの漂着
ごみが目立ちました。また、海から流れ着
いたごみが劣化してできたマイクロプラ
スチックも多く確認されましたが、久しぶ
りにお会いできた方も多く、清掃活動を
通して楽しい時間を過ごすことができま
した。」とＳＮＳでもご報告されています。

いわきサンシャイン拾活ク
ラブのみなさま、また、当日
ご参加いただいた皆さま、
暑い中、貴重な日曜日の朝
にありがとうございました。

（東北地方整備局　小名浜
港湾事務所）

みなと横浜らしい水辺の魅力づくりを推進 ～みなとみどりサポーター活動～

関東地方整備局　●東洋建設（株）みなとクリーンクラブ　　　　　　　　　　

ています。 
　主な活動場所は、横浜市中区海岸通に
ある「象の鼻パーク」です。このエリアは
全国的に有名な観光スポットであり、近く
には「山下公園」や「大さん橋」、「横浜赤レ
ンガ倉庫」などがあり、曜日を問わず国内
外から多くの観光客が訪れています。 
　私たちの主な活動内容としては、年間
６回以上を目標に「象の鼻パーク」内のご

み回収、案内板清
掃、海上浮遊ゴミ
回収等を行って
きました。現在は
主にゴミ回収に
注力し、タバコの
吸殻やペットボト
ル・空き缶、折れ
た傘、投棄された
廃棄物等を回収
しており、毎回お
よそ 20ℓゴミ袋
４袋 相 当を回 収
しています。横浜
市港湾局より貸

　「みなとみどりサポーター」は、「みなと
横浜らしい水辺の魅力づくり」につながる
活動をする団体として、横浜市港湾局よ
り認定された団体であり、平成２２年２月に
１３団体で発足しました。 
　私たち東洋建設（株）みなとクリーンク
ラブは、「みなとみどりサポーター」とし
て、発足と同時に認定を受け、現在まで
16年にわたり継続して清掃活動を実施し

与された「みなとみどりサポーター」専用
のユニホームを着用し清掃活動をしてい
ると、観光客の方などから「ご苦労様です」

「ありがとうございます」などと声を掛け
られることもあり、多くの方々が訪れる水
辺地域の清掃活動が出来ることの喜びを
感じています。 
　「象の鼻パーク」は多くの観光客が訪
れ、週末は様々なイベントが開催されま
すが、来訪される皆さまのご協力もあり、
公園内のゴミは少ない方だと感じていま
す。ゴミが放置された状態が続くと、ゴミ
がゴミを呼ぶ悪循環が生まれますが、「象
の鼻パーク」は、多くの皆さまの努力によ
り常にゴミが少ない状態であるため、ゴ
ミのポイ捨てが出来ない環境になってい
ると感じています（ただタバコのポイ捨て
が散見されることは残念ですが・・）。 
　今後も「みなとみどりサポーター」加入
団体の皆さまや横浜市港湾局と協力し、
継続して清掃活動を行うことにより、「み
なと横浜らしい水辺の魅力づくり」を推進
する活動を実施してまいります。
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新生『亀崎海浜緑地公園』美化運動に奉仕して・・・
中部地方整備局　●亀崎潮干祭保存会　会長　稲生義治　　　　　　　　　　

工海浜への曳き下ろし”で見事に復活し
たのであります。まさに天佑神助とも言
える僥倖に恵まれた慶事でした。この喜
びと感謝の気持ちをいつまでも忘れぬた
めには、まず海浜をきれいにすることが
一番大事ではないか！との声が沸き上が
りました。
　毎朝6時前から約1時間半ほど、有志の
方々でゴミ掃除が始まりました。雨天以
外は一日も休まず浜清掃が続けられてき
ました。その真摯な無償奉仕の努力と情
熱に感銘を受けて、亀崎潮干祭保存会の
五組の祭り人たちが「この浜こそ潮干祭
の聖地」と心得て、土日だけでも輪番制で
協力しよう！と決起してくれました。

　愛知県の知多半島東海岸にある重要
港湾衣浦港の亀崎埠頭に隣接して、約7
ヘクタールの『亀崎海浜緑地公園』が平
成５年に造成供用されました。中央には約
250メートルにわたり砂浜の人工海浜が
あり、周りは芝生のある樹林帯として、ク
スノキ、クロガネモチ、シラカシ等の常緑
樹と、トウカエデ等の落葉樹とを混植して
後方の氏神様の森へうまく繋がるように
設計されている素晴らしい公園です。
　昭和34年の伊勢湾台風の被害で、
300年来続いている「潮干祭」の最大の
見せ場である五輌の山車を干潮の浜辺
へ勇猛果敢に曳き下ろす祭り行事が出来
なくなっていたのですが33年ぶりに“人

　浜の清掃だけでなく、樹林帯以外にも
クロマツを植えて“白砂青松”の安らぎの
浜を目指して、平成29年亀崎潮干祭ユネ
スコ無形文化遺産登録記念として30本
のクロマツを植樹し、これを契機に毎年ク
ロマツを植え続けてきました。
　現在、126本のクロマツが潮風を受け
つつ元気に成長し続けています。年代を
越えて老いも若きも毎朝浜に来て、砂浜
のゴミ清掃や樹木林の草刈りや手入れ、
花壇の世話など、聖地なる海浜と公園の
美化運動に年中無休で楽しく奉仕させて
いただいています。

　　　　　　　　　　　　　　　

「泳げるようなきれいな海岸に」 ～六渡寺海岸清掃活動～

北陸地方整備局　●射水市六渡寺自治会（いみずしろくどうじじちかい）　　　　　　　　

黒ポット、ペットボトル、空き缶、プラスチッ
ク容器などが、周辺の風向きや波消しブ
ロックの影響で常に海岸へ溜まり、海水
浴が困難な海岸になっていました。
　昭和47年7月から平成19年度までは
六渡寺住民による海岸の大掃除を春と秋
の年２回行っていましたが、平成20年度
からは、かつてのように「泳げるようなき
れいな海岸に」をスローガンに、射水市六
渡寺自治会や地元ボランティアグループ
が中心となり、毎月第三日曜日（但し7、8、
12～2月は除く）に毎回100名程で清掃
活動を実施しています。
　射水市六渡寺自治会では、上流域自治
体と連携し、10以上の支流河川のゴミ調

　富山県射水市庄西町にある六渡寺地
区は、県西部を流れる一級河川の庄川と
小矢部川、更にこの二つをつなぐ内川に
囲まれた島のような地域です。古くは、源
氏と平家の戦いについて述べられた「源
平盛衰記」や源義経の悲劇的な生涯と弁
慶の活躍を描いた軍記「義経記」にも記
述されている歴史的に由緒ある土地で
す。六渡寺海岸からは、東に新湊大橋越し
の立山連峰、西に遠く能登半島が望める
場所として、写真を撮りに来る方も多くい
ます。
　庄川と小矢部川の河口に挟まれた長さ
約600ｍの六渡寺海岸には、２つの川か
らゴミが流れ着きます。水草や苗入用の

査を行い、ゴミマップを作成したり、流域
各所の学校や団体を対象に講演を行い、
川を流れていくゴミの実状を伝え続けた
りしています。また、海岸見学を受け入
れ、清掃を実施してもらっています。その
甲斐もあって行政を動かし、民間企業や各
種団体の参加協力も得て、当初年間100
トンを超えていた漂着ゴミが現在では、
40～50トン程度となり、令和元年には海
水浴ができるほどに改善しています。
　このような活動は地域住民、海岸利用
者からも感謝される取り組みとなってい
ます。射水市六渡寺自治会では環境美化
保全、利用者の環境意識向上に貢献でき
る行動をこれからも継続していきます。

人工海浜 清掃風景 植樹クロマツ
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「東岐波海岸を守る」～丸尾原子ども会　海岸清掃活動～

中国地方整備局　●丸尾原子ども会　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　この活動を通して環境保全の心を育
て、地域貢献の意義、重要性に気づくこと
ができるようになりました。
　本年度中国地方整備局港湾・空港関係
功労者等表彰をしていただいたことでこ
れまでの活動の大切さをより一層感じる

　宇部市東岐波は、山口県宇部市の東
側、瀬戸内海沿いに広がる沿岸部に位置
する場所にあります。特に有名なのが「キ
ワ・ラ・ビーチ」で、干潮時には水面に空が
映り込み、いわゆる日本版ウユニ塩湖の
ような景色が見られるスポットとして知ら
れています。
　白砂青松の名残を残す海岸や、潮干狩
りなどの浜辺の遊びも身近で、海を感じ
る暮らしやすい場所です。
　そんな東岐波丸尾原地区に「地域の子
どもたちが互いに学び合い助け合う中
で、思いやりと自主性を育てることを目的
とする。また、海岸清掃や草刈りなどの環
境保全活動や地域行事への参加を通じ
て、ふるさと丸尾への愛着と地域を大切
にする心を育むことを目指すことを目的」
として平成26年4月に「丸尾原子ども会」
が発足しました。
　その一環として東岐波丸尾原地区にあ
る永ヶ久保海岸・砂山海岸の清掃を年2
回ほど実施しています。また、沖田川の水
利組合と協力した環境保全活動も実施し
ています。

ことができ嬉しく思っております。
　丸尾原子ども会は、これからも地区住
民の皆様と力を合わせて、美しい海岸線、
海を守るために海岸清掃活動を継続し、
子どもたちの貴重な学習の場にしていき
たいと思います。

楽しく学び、行動する「うみわかまもるプロジェクト」
近畿地方整備局　●NPO法人わかやま環境ネットワーク「うみわかまもるプロジェクト」

先生が学校や地域を訪れ、海ごみ問題を
分かりやすく伝えます。一方的に知識を
教えるのではなく、子どもたちと一緒に考
えながら、探究的な学びにつながる授業
を行っています。また、学校の先生が授業
で活用できる「学習指導案・動画教材」を
提供し、海ごみを題材とした学習に取り組
みやすい環境づくりを進めています。さら
に、学校や地域でプロジェクトに参加した
方々を中心に、休日には海岸に集まり、「う
みわかまもるスクール」としてビーチク
リーンなどの活動を行っています。
　海ごみ問題と聞くと、少し難しく、ハー
ドルが高いものに感じられるかもしれま
せん。しかし、私たちが大切にしているの
は、楽しみながら海について学び、無理な
く行動につなげることです。「うみわかま
もるスクール」では、活動のはじめに子ど
もたちによる紙芝居やダンスを取り入れ

　甲羅に地球の模様が描かれたウミガ
メの「まもるくん」をメインキャラクター
とする「うみわかまもるプロジェクト」は、
和歌（わか）山の海（うみ）を守（まも）るた
めに活動している環境教育プロジェクト
です。本プロジェクトは、和歌山県内で環
境問題に取り組む市民団体、企業、個人
が参加するネットワーク組織「NPO法人
わかやま環境ネットワーク」が実施してい
ます。子どもたちが海ごみや海洋プラス
チック問題について「知る」だけでなく、実
際の「行動」へとつなげることで、海ごみ
問題の解決を目指しています。令和2年
度に始まり、現在も活動を続けています。
主な取り組みは、「学校や地域への出前
授業」「学習指導案・動画教材の提供」「う
みわかまもるスクール」の3つです。
　「出前授業」では、これまで延べ7,000
人以上の子どもたちを指導してきたケン

るなど、参加者が笑顔
になれる活動を心掛け
ています。
　海ごみは、私たち一人ひとりの暮らしと
深くつながっています。ごみを捨てない、
減らす、正しく分別する。そうした小さな
行動の積み重ねが、和歌山の海、そして
日本や世界の海を守ることにつながると
考えています。一方で、海ごみ問題は、本
来、私たち大人が責任を持って解決して
いくべき問題であり、子どもたちだけに
背負わせるものではありません。そのた
め、本プロジェクトでは、子どもたちに清
掃活動への参加を求めるだけでなく、1つ
1つの体験を学びや成長につなげること
を重視しています。
　小学校や中学校、市民団体などへの出
前授業も行っています。興味を持ってい
ただけましたら、ぜひ「うみわかまもる」で

検索し、お問い合わせく
ださい。まもるくんと一
緒に、皆さんとお会いで
きることを楽しみにして
います。
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海をきれいにする一歩から、博多湾の未来へ ～海岸清掃・海底清掃から広がる、ふくおか FUN の里海づくり～　
　　　　　

九州地方整備局　●一般社団法人ふくおか FUN　代表理事　大神弘太朗　　　　　　　　　　

　清掃活動では、単にごみを拾うだけで
なく「どこから来たごみなのか」「海の生き
ものにどのような影響があるのか」を参
加者と一緒に考えます。シュノーケリング
で魚の口の大きさを見た子どもたちが小
さなプラスチックにも目を向けるように、
体験を通して生まれる気づきを大切にし
ています。
　さらに、清掃活動は、豊かな海を育てる
活動にもつながっています。ごみを取り
除き、海のなかを観察することで、アマモ
場をはじめとする藻場の大切さや役割が
見えてくるのです。現在は、地域住民・学
校・企業・行政・漁業者・研究者の方々と連
携して、藻場づくり・生きもの観察・潜水調
査・学校での授業などにも取り組んでい
ます。
　ふくおかFUNは、港湾管理者や行政機
関ではありません。ですが、制度や管理の

　一般社団法人ふくおかFUNは、福岡市
を拠点に、博多湾をはじめとする身近な
海の発信と保全に取り組んでいる団体で
す。ダイバーだからこそ見える海の魅力
と課題を地域に伝えながら、福岡の海を
きれいにする活動を12年間継続してきま
した。
　博多湾には、砂浜・岩場・アマモ場など
多様な環境があり、魅力あふれる生きも
のたちが生息する豊かな自然環境が広
がっています。一方、海岸には漂着ごみが
散らばり、海底では陸上から流れ込んだ
ごみが沈んでいる現状も目の当たりにし
てきました。
　潜るからこそ気づく変化があります。ふ
くおかFUNは、ダイバーの視点を活かし
て、海のなかのごみを記録し、回収し、伝
えることを大切にしてきました。

枠組みだけでは届きにくい現場の声を拾
い、柔軟に行動を起こすことが可能です。
海を守ることと、地域の暮らしや産業を豊
かにすることは、決して相反するものでは
なく、両立できると考えています。私たち
は、環境も経済もどちらも豊かになれる
折衷案を常に模索しながら、海の保全か
ら地域の価値を生み出していきます。
　このたびの受賞は、これまで一緒にご
みを拾い、海を見つめ、行動を重ねてく
ださった多くの皆さまとともにいただく
ものだと感じています。これからも、海を
きれいにする小さな一歩を大切にしなが
ら、楽しみながら学び、励まし合い、少しず
つ海が良くなっていくことを地域全体で
喜ぶことのできる活動を続けてまいりま
す。そのことが博多湾の魅力と課題を次
の世代へ伝え、海を大切にする文化を育
んでいくと信じています。

昭和から受け継がれる奉仕の精神 ～津田の松原クリーンプロジェクト～

四国地方整備局　●香川県立津田高等学校　　　　　　　　　

名に加え、地元の「さぬき市立津田こども
園」の園児、「さぬき市立津田小学校」の
児童、小学校の教育活動を支援している
学校支援ボランティアの方、そして令和７
年度からは地元企業である「讃光工業株
式会社」の従業員の方々も加わり、総勢約
４００名規模での合同大清掃を実施して
います。
　清掃エリアは、景勝地である津田の松
原海水浴場やふるさと海岸、松林から、地
域の玄関口であるＪＲ讃岐津田駅周辺ま
で広範囲に及びます。令和８年度の清掃
では直前に四国沖を通過した台風による
たくさんの漂流物を、力を合わせて撤去

　本校による「津田の松原」の清掃活動
は、昭和５７年度にまで遡る長い歴史を
持っています。当初は高校１年生の生徒約
３００名による奉仕活動としてスタートし
ました。「勤労を通して社会奉仕の精神を
体得し、あわせて自然愛護と環境浄化の
美風を習得する」という創始当時の目的
は、時代を経た今もこの行事の根幹とし
て大切に守り続けられています。
　長年継続してきたこの清掃活動は、現
在では「津田の松原クリーンプロジェク
ト」として、学校の枠を超えた地域一体の
取り組みへと発展しています。毎年７月の

「海開き」を前に、本校の全校生徒約２２０

しました。
　この活動において高校生はリーダーと
しての役割も担います。当日の顔合わせ
や清掃区域での諸注意などは生徒が主
導して行い、園児や児童、地域の大人たち
と共に汗を流す多世代交流を通じて、郷
土愛と環境保護の精神を深めています。
　今回の受賞は、昭和５７年から途絶える
ことなく積み重ねてきた生徒たちの努力
と、それを支えてくださった地域の方々
の協力の賜物です。私たちはこれからも、
白砂青松の美しい景観を次世代へと繋い
でいくため、地域と手を取り合いながら、
この伝統ある活動を続けてまいります。
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千葉港海岸直轄海岸保全施設整備事業
について

１．事業の背景　

　千葉港海岸船橋地区（図1）は東
京湾の最奥部に位置し、台風通過時
には風による吹き寄せ効果で潮位が
大きく上がり、高潮被害の危険性が
高まります。実際、令和元年房総半
島台風では、浸水被害も発生しまし
た。
　また、背後地にはゼロメートル地
帯が広がり、一度浸水すると復旧に
時間を要することも大きな課題です。
（図2）
　当事業区間は背後に、中核市最大
の人口を有する船橋市の中心部を控
えており、市役所や消防署等の地域
中枢機関、JR線、国道等の千葉市や
成田空港と首都を結節する重要交通
網が存在しています。（図2）
　また、日本を代表する企業が多数
立地し、事業所数は約2,500箇所、
従業員数は約3万7千人を抱えていま
す。このため、この地域の安全確保
は非常に重要となります。
　さらに、船橋市は首都直下地震緊
急対策区域にも指定されています。
東日本大震災の際には液状化による
被害も確認され、地震や津波に対す
る備えは欠かせません。しかし、既
存の護岸・胸壁や水門・排水機場は
建設後50年以上が経過し、老朽化
が進んでいます。

２.事業の概要

当事業では、護岸915メートル、胸
壁1,255メートル、陸閘7基に加え、船
橋排水機場と海老川水門の改良な
ど、多岐にわたる工事を計画してい
ます。特に海老川水門と船橋排水機
場は老朽化が著しく、耐震性が不十
分なため、水門・排水機場を更新す
る計画です。工事を進める上では、
住宅や企業が密集する地域であるた
め、大型重機の搬入や施工ヤードの
確保が難しいなど、多くの課題があ
るなか、水門や排水機場の機能を維

持しながら工事を行うため、高度な
技術力が求められます。

３．気候変動への対応

当事業は、千葉県が策定する「東
京湾沿岸海岸保全基本計画」の防
護方針とも整合し進めており、千葉
港海岸の背後地を総合的に守る仕
組みの中で、大きな役割を担ってい
ます。 
　また、気候変動が進む中、高潮リ
スクは確実に高まっているとされて
います。当事業は令和7年3月に変更
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関東地方整備局　千葉港湾事務所　海岸課

図１ 千葉港海岸船橋地区 位置図 図２　千葉港海岸船橋地区事業概要図
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された「東京湾沿岸海岸保全基本計
画」に基づき気候変動の影響による
2100年時点の海面上昇の中位シナリ
オを見込み計画天端高を設定し、護
岸・胸壁等をかさ上げするなど、将来
リスクを踏まえた海岸保全施設の整
備を計画しております。

４．整備状況

　船橋地区の直轄事業対象区間は
既設の海岸保全施設により防護され
ている区間であるため、防潮ラインを
常に確保したまま施工を行うことが
求められています。当事業の主たる
整備内容は、「東京湾沿岸海岸保全
基本計画」に基づく各海岸保全施設
のかさ上げ及びL2地震動に対応した
耐震対策です。令和7年度末時点の
各施設の整備状況を以下に示します。
（図３）

【日の出護岸】
　日の出護岸については、既存の防
潮ラインを途切れさせないまま新施

新水門の運転を開始した後に現在の
第一水門・第二水門を撤去し、護岸
を新設する手順で整備を計画してお
ります。（写真３）

【船橋排水機場】
　前述の水門整備完了後に、船橋排
水機場の更新に着手していく計画で
あり、現在は調査・設計検討を実施
中です。

５.おわりに

　千葉港海岸直轄海岸保全施設整
備事業は、高潮や津波などの自然
災害による資産被害の軽減はもち
ろん、地域住民の安心感の向上、行
政・交通機能の維持、地域経済活動
の継続など、多くの効果が期待され
るとともに、千葉港を拠点とするサプ
ライチェーンの安定化にも貢献し、首
都圏全体の安全保障にも寄与する重
要なプロジェクトと言えます。引き続
き、海岸整備事業の進捗に努めて参
ります。

設を整備する必要があるため、既設
護岸の前面に新設護岸を整備してい
ます。（写真１）

【日の出胸壁】
　日の出胸壁についても、日の出護
岸と同様に既設胸壁の前面に新設
胸壁を整備しています。（写真２）

【海老川水門】
　海老川水門については、令和７年
度より５箇年の整備計画にて新水門
の整備を進めています。
　海老川河口部に設置されている当
水門は、高潮から背後地の被害を防
ぐ役割を担っており、年間200日以上
の稼働実績があります。稼働を止め
た場合、背後地へ浸水する危険があ
るため機能を維持しながら整備を進
める必要があります。
　このため、海老川水門について
は、第一水門(ゲート幅：8m×2門)と
第二水門（ゲート幅：8m×1門）の
間の現在の護岸部分に新たな水門
（ゲート幅：12.5m×2門）を整備し、

写真１ 日の出護岸の整備状況 写真２ 日の出胸壁の整備状況

写真３　海老川水門の整備計画図３　本事業の整備状況（令和7年度末時点）
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海辺と街中にひろがる身近な文化拠点
 「ビーチライフ®海辺の図書館」 

はじめに

　当協会の活動がスタートして今年
で24年目を迎えます。地域の人 と々
海辺とのつながりを見つめなおし、
地域全体で海辺を育て創出していく

「里浜づくり」を目指し、全国各地の
海辺で海水浴以外の海辺の利活用
について様々な提案を行ってまいり
ました。その中で、 2009 年から取り
組みをスタートした「海辺の図書館」
事業について紹介します。 
　日本における海辺で過ごす目的の
大半が海水浴、またビーチ・マリン
スポーツなど夏場に集中し、海水浴
シーズンが終わると海辺が閑散とし
ております。一方、海外では日常的
に海辺で読書や日光浴をして、ゆっ
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NPO法人日本ビーチ文化振興協会
代表理事　佐伯　美香

「ビーチライフ海辺の図書館」目指す姿

くりと過ごす習慣が根付いており、
一年中海辺が人で賑わい活気があふ
れています。海水浴シーズン以外で
も地域住民が自然と足を運びたくな
る空間を目指し、「海辺の図書館」活
動をスタートしました。 
　潮風と波音を聞きながら自然光の
中で本を読み、心身ともにリラックス
できる「海辺の図書館」は、憩いの
場としてだけでなく、パラソルや木
陰で過ごすため、熱中症対策にもつ
ながります。また、子どもたちが生
物観察を行う中で図書館に並ぶ図鑑
を利用し、学習意欲を育てることか
ら青少年育成の場としての役割も担
うことができます。 
　多様な役割をもった「海辺の図書
館」を身近な文化拠点として発展させ

ていくため、2024年に「ビーチライ
フ®海辺の図書館」と名称を変更し、
お台場海浜公園おだいばビーチ（東
京都港区）、稲毛海浜公園いなげの
浜（千葉県千葉市）にて事業をスター
トしました。 
　また、海辺のない地域においても、
外気に触れる機会をつくり、地域住
民の元気と横とのつながりをつくる
ことを目的に「青空図書館」を大井町
駅中央通り（東京都品川区）でテスト
的に展開しました。 

お台場海浜公園おだいばビー
チにおける「ビーチライフ®海
辺の図書館」

（ジャパンビーチゲームズフェスティ
バルおだいば2026） 

　レインボーブリッジ、高層ビル群
がのぞめるお台場で開催した「ジャ
パンビーチゲームズフェスティバルお

「ビーチライフ海辺の図書館」
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だいば2026（開催日：5月4日（月祝)
～ 5日（火祝））」では、19競技 23種
目のビーチ・マリンスポーツの大会・
体験会を実施し、2日間で約20,000
人を動員しました（5月4日：5,000人、
5月5日：15,000人）。 
　大会や体験会で盛り上がりを見せ
ているビーチから園路を挟んだ芝生
エリアでは、癒し空間、熱中症対策
エリアとして「ビーチライフ®海辺の
図書館」を展開し、また「東京湾で 

“結ぶ”山と海」をテーマに環境へ配
慮した空間演出を実施しました。 
　今回、空間演出を手掛けた「hitoto

（ヒトト）」は、兵庫県淡路島で誕生
し、金属を一切使用せず「木と紐と
人」だけで自由に構造体を組み上げ、
また節材や虫食いなどと呼ばれる欠
点材、間伐材などの木材を主材とし
て利用し、テントやエントランスゲー
トなどの構造物に活用し、「人と山と
の持続的な好循環」を生み出す仕組
みを全国に発信しています。この取
り組みは環境教育として学校やワー
クショップなどでも取り入れられ、
何通りにも組み合わせられることか
ら創造力を養いつつ、環境保全の
重要性について各地で伝えています。 

　会場にはこの技法により、テント
や本棚、テーブル、イスが設置され、
自然素材に囲まれた優しいデザイン
で、訪れる人々の憩いの場として賑
わいを見せていました。 

稲毛海浜公園いなげの浜にお
ける「ビーチライフ®海辺の図
書館」   

（ジャパンビーチゲームズフェスティ
バル千葉2026） 

　砂浜から海に伸びる桟橋が象徴
的な稲毛海浜公園いなげの浜で開
催された「ジャパンビ ーチゲームズ
フェスティバル千葉 2026（開催日：6月 
13日（土）～14日（日））」では、17競
技 23種目のプログラムを実施し、二
日間で延べ20,000人を動員しました。 
　今回、千葉で初開催となった「ビー
チライフ®海辺の図書館」は、公園内
にある常設施設「スモールプラネッ
ト」のカフェスペースを活用して展開
しました。ビーチから少し離れた、
木々に囲まれた静かな場所であり、
木漏れ日の中でゆったりと読書を楽
しめる空間として親子連れや散歩を

「ビーチライフ海辺の図書館（JBGおだいば2026）」

hitoto が手掛ける「サザエさん」の家と本棚で世界観をつくる 木と紐と人とでつくりあげるテント
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している人が利用していました。 
　子どもたちも絵本を手に取り、親
子で談笑しながら本を読む姿や、隣
接しているカフェでコーヒーや食事を
注文してカフェスペースで読書をする
方の姿もありました。
　お台場で実施した「ビーチライフ®

海辺の図書館」とはまた違うモデル
ケースとして展開し、常設化された
ときの形を垣間見ることができまし
た。まさに理想のスタイルです。 今
後はテスト的に期間を設けて展開し
ていけるよう、自治体と相談してい
きます。 

「青空図書館」の取り組み 

　大井町駅前の再開発に向け、自
治体・地域・企業が一体となり、街
の回遊性や歩行者空間創出を目的
に、大井町駅前中央通り（どんたく

通り）の一部を規制した社会実験が
行われました。ここでは、マルシェ
や縁日、広場やオープンカフェを設
け、歩いて楽しめる空間をつくり、
世代を超えた交流とまちの活力が生
まれることを目指した「エンジョイ大

道路の一部を規制してつくられたオープンスペース「青空図書館（大井町駅中央通り）」

読書を楽しむ親子の姿

利用者の様子

「ビーチライフ海辺の図書館（JBG千葉2026）」
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井町」が開催され、そのコンテンツと
して「青空図書館」をテスト的に展開
しました。 
　駅前再開発が進む中、地元の住
民とタワーマンションに引っ越してき
た新しい住民との垣根を外し、自然
の中に共有空間をつくることで人々
の交流を復活させたい、という地元
の思いから自治体が動きスタートしま
した。まさに「ビーチライフ®海辺
の図書館」活動理念と同じ自然と人
との融合による人と人とのつながり
を都会のオアシスでも共有すること
ができます。 
　路上の一部を区画し、芝生やテー
ブルがセットされ、歩行者が気軽に
立ち寄れるオープンスペースがつくら
れました。海辺で培ったノウハウを
活かし、絵本や図鑑、また「ビーチ
ライフ®海辺の図書館」に協力いただ
いている長谷川町子美術館から寄
贈されたサザエさんの単行本を設置
し、様々な図書に触れてもらえる機
会をつくりました。また、本だけで
なく、モルックも設置して親子が手
に取って遊びながら、オープンスペー
スでゆっくりとした時間を過ごせるよ

う空間づくりを工夫しました。 
　期間中（11月1日～ 8日の4日間実
施。延べ125名が利用）は、親子連
れや買い物客、年配の方 ま々で幅広
く利用いただき、利用者からは「駅
周辺には気軽に入りやすい図書館や
本屋が少ないため、非常に良い取り
組み」「親としても子どもと本に触れ
合う機会となり楽しい時間が過ごせ
た」といった声をいただきました。 
　また他の区画では、読み聞かせ
や理科実験教室、音楽ライブや物産
展が行われ、立ち寄った歩行者が
オープンスペースで思い思いの時間

を過ごしていました。 
　「青空図書館」は歩行者の“よりど
ころ”となり、ほっと息をつける空間
として、また新たな人流が生み出さ
れる場所に「青空図書館」が設置さ
れることで、新たなコミュニティの場
として根付いていくことが期待でき
ます。 

おわりに

　海辺や駅前空間で「空の下で本を
開く」という体験は人々の心にゆとり
をもたらし、また図書館は地域コミュ
ニティをつなぐ大きな力を秘めている
と実感しました。今後も多様な場所
で、海辺や街の特性に合わせた「ビー
チライフ®海辺の図書館」「青空図
書館」を展開し、誰もが気軽に集い、
心身ともに豊かになれる文化拠点と
なることを目指し、また海辺におい
ては保育施設、フリースクールなど
の拠点となることで、持続可能な青
少年育成の場として生かされるよう、
活動してまいります。 

ワークショップ

モルックを楽しむ子ども

読み聞かせの様子
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北海道

東北

●みなとオアシス 気仙沼
　宮城県気仙沼市にある『みなとオ
アシス 気仙沼』は、「人と自然が輝き、
活力に満ちたまち、海と生きる気仙
沼」をコンセプトに、６施設で構成さ
れています。特にまちが賑わう夏は、
イベントも盛りだくさん。７月１日～ 
７月３１日の期間中「気仙沼かつおま
つり」が開催され、７月１８日には藁
焼きやお刺身のお振舞が行われま
す。鮮度が命のカツオを、産地で味わ
う以上の贅沢はありません。

８月１日、２日には気仙沼市最大のイベント「第７４回気仙
沼みなとまつり」の開催が予定され、湾に沿って並ぶ約６００
基もの太鼓の音色が響き渡る「打ちばやし大競演」や打ち上
げ花火、ドローンショーも企画されています。

そしてこの夏最大のトピックは、気仙沼湾に浮かぶ大島に
オープンする新たなランド
マーク「亀山テラス３６０°
Ｋｅｓｅｎｎｕｍａ Ｏｓｈｉ
ｍａ」。

７月１９日よりお楽しみ
いただけますので、是非、み
なとオアシスを拠点に足を
延ばしてください。

●みなとオアシス マリンゲート塩釜
宮城県塩竈市にある『マリン

ゲート塩釜』では、「何度も訪れた
くなる、海に出会える楽しさと癒し
の空間」を目指し、毎月テーマを
変えたイベントを実施しています。

その中でも日本三大船祭りの一
つである「塩竈みなと祭」は毎年
海の日に開催され、色とりどりの花火が打ちあがる前夜祭（花火大会）
や、例年１０万人を超える観客が訪れる本祭では約７５隻の供奉船を
従えた海上での神輿海上渡御や地域住民が参加する陸上パレードが
楽しめます。また、塩竈グルメを堪能できるイベント「まぐろの解体
ショー」は、特産生まぐろを安価に購入できるだけでなく、競りを間近
で体験できる貴重な機会ともなっており、子どもから大人まで幅広い
層が楽しめる内容で、海の恵みと地域の活気を存分に堪能できるイベ
ントとして定着しています。数々の魅力的なイベントが体験できるマ
リンゲート塩釜に是非お越しください。

小樽市産業港湾部港湾室

宮城県土木部港湾課

小樽港観光船ターミナルについて　

宮城の夏　みなとオアシスの美味しいイベントを紹介します！

●はじめに
　小樽港は、北海道の西部、積丹半島の東
側、石狩湾に面する弓状に入り込んだ海岸
線に位置しています。古くから鮭や鰊の豊
漁地として知られ、明治初頭に石炭の積出
しや内陸部への物資供給の中継港として
発展し、明治32年に外国貿易港に指定さ
れ、本年８月で開港から127年を迎える歴
史ある重要港湾です。現在は、北海道日本
海側の物流拠点港としての機能を有してい
るほか、クルーズ拠点港として観光分野で
も重要な役割を果たしています。

●小樽港観光船ターミナルの供用開始
　令和7年8月1日、クルーズ船が接岸する
第3号ふ頭の近くに「小樽港観光船ターミ
ナル」が供用を開始しました。
　観光船ターミナルの外観は、屋根先端を
緩やかにせり上げることで、未来に向かっ
て大きく発展する小樽の姿を表現した建物
となっています。１階には、目の前の発着
場から港内や祝津・オタモイ方面へ運航す
る観光船の券売所や待合所、24 時間利
用可能なトイレを配置しています。また、２
階には、多目的ホールや海を眺めながら休
憩できるオープンテラスを配置し、観光船
の乗客のみならず、市民や観光客が交流で
きるスペースを設けており、多くの皆様にご

利用いただいております。
　また、令和8年度には、観光船の発着場
となる浮桟橋の整備を予定しており、乗船
客の利便性や快適性を高め、更なる賑わい
の創出に取り組んでまいります。

●おわりに
　本年４月、観光船ターミナルの隣に港湾
緑地を整備し、このエリアを「おたるポート
スクエア」の愛称で、供用を開始しました。
こちらでは定期的なイベントの開催や「み
なと緑地PPP」を活用した、民間事業者に
よるコンテナ飲食店が開業するなど、観光
船ターミナル周辺の更なる賑わいの創出が
期待されております。

小樽港観光船ターミナル

気仙沼かつお祭り
（７月１８日かつおまつりイベント）

1F待合所 2F多目的ホール クルーズ船と観光船ターミナル

気仙沼みなとまつり
（８月１日、２日）

マリンゲート塩釜

塩竈みなと祭　神輿海上渡御
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関東
横浜市港湾局政策調整課

海岸保全施設を活用した憩いの場の創出

●金沢区福浦・幸浦地区の護岸復旧
　2019年9月の台風15号および10月の台風
19号が関東地方を直撃し、各地で記録的な
降水量と最大瞬間風速が観測されました。
横浜市金沢区の福浦・幸浦地区では、水際
線延長約2,700mのうち約800mにわたり上
部工（パラペット）が倒壊しました。さらに、これ
までにない高波の影響により、福浦地区では
約650社が立地する工業団地まで浸水が広
がり、甚大な被害が発生しました。
　同様の被害の再発防止を図るため、既設
護岸の上部工を現地盤から約3m嵩上げす
るとともに、前面に消波ブロックを設置するな
ど、最大級の高波に対応した防護対策を実
施しました。その結果、被災から約2年後とな
る2021年8月に復旧工事が完了しました。

●直立消波ブロックを用いた復旧方法
　被災から約3か月後の2019年12月には、今
後、台風15号級の台風が大潮の満潮時に
来襲し、想定し得る最大規模の高潮・高波が
発生した場合でも被害を防止できるよう、護
岸の復旧方針を策定しました。
　復旧対象地区の前面水域の一部には区
画漁業権が設定されていることから、漁業活
動への影響に配慮し、直立消波ブロックを採
用するとともに、既設パラペットの嵩上げを行
いました。さらに、仮に波がパラペットを越流し
た場合でも、その水を背後の間詰石による透
水層を通じて海へ排水できる構造としていま
す。

●新たな憩いの場を創出
　被災したエリアは、もともと「海辺の散歩
道」として多くの市民に親しまれ、散歩や釣り
の場として利用されていました。復旧にあたっ
ても、従前のように利用できるようにしてほしい
との要望が多数寄せられました。
　これを受け、直立消波ブロックの上部に、
海を眺めながら散策できる遊歩道（延長約
1km、幅員約5m）を整備しました。また、安全
に利用できるよう、転落防止柵や夜間照明に
加え、階段やスロープなども設置しています。
新たな護岸の一部は2023年4月に供用を開
始し、背後の金沢水際線緑地に新設された
休憩施設等とあわせて、市民の憩いの場とし
て活用されています。

位置図

石川県 土木部　港湾課

石川県における港湾海岸の災害復旧事業北陸

１．地震の被害
　令和6年元日に発生した能登半島地震は
県政史上未曾有の大災害となり、能登地方
を中心に道路や河川、港湾などの公共土木
施設が甚大な被害を受けました。
　石川県では、国の権限代行や、全国の自治
体からの応援もいただきながら、国、県、市町
が一体となって、復旧・復興に取り組んでいま
す。
　石川県の港湾では、県管理の10港湾全て
において多くの施設が被災し、輪島港が位
置する外浦側では地盤隆起による被害（水
深の変化による漁船の座礁等）、富山湾に
面した内浦側では津波による被害（防波堤
の損壊、漁船の転覆、背後地の浸水等）が
発生しました。県内の港湾海岸においても、

護岸や堤防、離岸堤の変位・損壊・沈下など
多くの海岸保全施設が被災しました。

２．穴水港海岸の災害復旧事業	
　このうち穴水港では、乙ケ崎地区におい
て背後に住宅や道路が近接しており、地震
により護岸が損傷したことにより、背後の住
宅に浸水被害が生じる恐れがありました。
このため、県では、大型土のう設置などの応
急復旧を速やかに実施したほか、現在は本
格復旧工事を進めております。護岸の復旧
にあたり、施設延長の大半が矢板式構造
で、周辺の地盤がNmax750の硬質な岩盤
となっていたため、ウォータージェット併用
圧入では施工不可能なことから、玉石混じ
り砂礫層や岩盤など硬質地盤への圧入が

できる工法を採用しました。硬質地盤にお
ける従来の工法と比較して、1台の機械で
地盤掘削と鋼矢板圧入の両方を行うことが
可能で、施工効率化による工期短縮が期待
でき、早期の復旧に向けて工事を進めてお
ります。

３．おわりに
　最後になりましたが、能登半島地震から
の復旧・復興に向け、ご支援、ご協力をいた
だきました国や建設業協会などの関係機関
や、全国からの応援職員の方 を々はじめとす
る多くの皆様に改めてお礼申し上げます。
石川県では、引き続き国や市町等の関係機
関としっかりと連携しながら、港湾の復旧・
復興に取り組んでまいります。

穴水港海岸乙ケ崎地区全景 海岸護岸応急復旧状況 矢板圧入工法
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東北／
みなとオアシス 気仙沼

関東／
金沢区福浦・幸浦地区

北陸／
石川県における港湾海岸の災害復旧事業

中部／四日市 １号地地区海岸

東北／
みなとオアシス マリンゲート塩釜

北海道／小樽港観光船ターミナル

中部
四日市港管理組合

１号地地区海岸高潮対策事業について

●はじめに
　四日市港は三重県の北部に位置し、背
後に川越町と県内最大の人口を有する四
日市市を抱える国際拠点港湾です。
　港は幕末から明治初期にかけて、伊勢
湾内における最大の商業港として船舶の
出入りや、旅客の往来、物資の集散が盛ん
でした。更なる発展のため明治6年、稲葉
三右衛門が港の造成・修築に着手し、幾多
の困難を乗り越え明治17年に四日市港旧
港を完成させ、近代港湾への基礎を築き
上げました。
　明治32年に開港場に指定され、国際貿
易港としての第一歩を踏み出しました。開
港当初は食料品・肥料の輸入が主でした
が、戦後には羊毛の輸入が盛んになりました。
　その後、昭和30年代前半に日本で最初
の大規模な石油化学コンビナートが誕生
し、現在は原油の輸入などエネルギー供給
基地であり、石油化学製品の輸出基地と
なっています。またコンテナ航路を有する
港としても発展を続けています。

●事業概要
　旧港の南側にある１号地地区海岸は、
背後に商業施設や住宅が密集し、緊急輸
送道路である国道１号及び２３号、近畿日
本鉄道やＪＲなどが通る交通の要衝となっ
ています。しかしながら昭和34年の伊勢
湾台風による被災を契機に建設された施
設は、60年近くが経過し老朽化が進行し
ています。また、南海トラフ地震等の発生
が危惧されていることから、平成29年度よ
り延長約2.1ｋｍについて社会資本整備総
合交付金（防災・安全）事業にて高潮対
策及び耐震対策を行っています。対策に

ついてはコンクリートによる胸壁の増厚を行
い、背後企業の協力を得ながら数多くある
陸閘の壁化も同時に行っています。

●終わりに
　1号地地区に面する千歳運河とその周
辺では、レトロな景観を生かした「みなとま
ちづくり」も進めています。令和２年度には
当組合や四日市商工会議所、四日市市など
と共に「四日市みなとまちづくり協議会」を
設立し、「みなとまちづくりプラン」を策定しま
した。取り組みのひとつとして「BAURAミー
ティング」と称したイベントを開催しており、
本年度も10月4日に開催を予定しています。

１号地地区海岸高潮対策事業 BAURAミーティング
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データで見る海岸・防災データで見る海岸・防災
①令和8年度事業実施海岸

北海道

近畿 中国

北陸

中部関東
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データで見る海岸・防災データで見る海岸・防災
①令和8年度事業実施海岸

九州 奄美・沖縄

四国
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データで見る海岸・防災データで見る海岸・防災
②「港湾の事業継続計画」を踏まえた防災訓練の実施状況一覧 （令和8年6月末現在）

港名 協議会等名称 設立時期 策定時期
訓練実施状況 R8年度実施日

（実施予定時期）R6年度 R7年度 R8年度
（〜6月末）

室 蘭 港 室蘭港港湾BCP協議会 H27.11.25 H28.3.31 ○ - - R8.10月頃（予定）
苫 小 牧 港 苫小牧港港湾BCP協議会 H26.7.1 H27.3 ○ ○ ○ R8.5.28実施
石狩湾新港 石狩湾新港港湾BCP協議会 H28.10.4 H29.3.7 ○ ○ ○ R8.6月頃（予定）
稚 内 港 稚内港港湾BCP協議会 H28.6.27 H29.3.3 ○ ○ - R9.1月頃（予定）
函 館 港 函館港港湾事業継続連絡協議会 H28.7.1 H29.2.8 ○ ○ ○ R8.6.9実施
小 樽 港 小樽港港湾BCP協議会 H28.11.4 H29.3.30 ○ - - 未定
釧 路 港 釧路港港湾BCP協議会 H24.11.28 H26.3.31 ○ ○ ○ 未定
留 萌 港 留萌港港湾BCP協議会 H27.8.25 H28.12.27 ○ ○ ○ R8.5.21実施
十 勝 港 十勝港港湾BCP策定協議会 H28.6.30 H28.9.20 ○ ○ - 未定
紋 別 港 紋別港港湾BCP協議会 H28.5.27 H29.3.28 ○ ○ ○ R8.6.2実施
網 走 港 網走港港湾BCP協議会 H28.12.16 H29.3.24 ○ ○ - R9.2月頃（予定）
根 室 港 根室港港湾BCP協議会 H29.3.23 H29.3.29 ○ ○ - R8.9～11月頃（予定）
八 戸 港 八戸港港湾機能継続協議会 H25.6.14 H25.3 ○ ○ - 未定
青 森 港 青森港港湾機能継続協議会 H25.7.29 H26.3 ○ ○ - 未定
むつ小川原港 むつ小川原港港湾機能継続協議会 H27.9.4 H28.3.2 ○ ○ - 未定
宮 古 港 宮古港港湾機能継続協議会 H27.2.24 H27.6.30 - ○ ○ R8.6.15実施
大 船 渡 港 大船渡港港湾機能継続協議会 H27.2.26 H27.6.30 - ○ ○ R8.6.15実施
久 慈 港 久慈港港湾機能継続協議会 H27.2.23 H27.6.30 - ○ ○ R8.6.15実施
釜 石 港 釜石港港湾機能継続協議会 H25.8.2 H27.6.30 - ○ ○ R8.6.15実施
仙台塩釜港 仙台塩釜港港湾機能継続協議会 H25.7.23 H27.3 - - - 未定
秋 田 港 秋田港港湾機能継続協議会 H25.5.29 H26.10 ○ ○ - R9.3月頃（予定）
船 川 港 船川港港湾機能継続協議会 H25.5.29 H26.10 ○ ○ - R9.3月頃（予定）
能 代 港 能代港港湾機能継続協議会 H25.5.29 H26.10 ○ ○ - R9.3月頃（予定）
酒 田 港 酒田港港湾機能継続協議会 H25.5.28 H27.3 ○ ○ - R8.11月頃（予定）
小 名 浜 港 小名浜港港湾機能継続協議会 H25.7.24 H26.11 ○ ○ - R9.2月頃（予定）
相 馬 港 相馬港港湾機能継続協議会 H27.3.3 H28.3.2 ○ ○ - R9.2月頃（予定）
茨 城 港 港湾BCPによる協働体制構築に関する茨城港連絡協議会 H24.7.26 H29.3.31 ○ - - R8.7.31（予定）
鹿 島 港 港湾BCPによる協働体制構築に関する鹿島港連絡協議会 H24.7.27 H29.3.31 ○ - - R8.7.31（予定）
千 葉 港 千葉港BCP連絡協議会 H24.10.10 H26.6.9 - ○ ○ R8.6.8実施
木 更 津 港 木更津港BCP連絡協議会 H25.2.27 H26.6.9 - ○ ○ R8.6.8実施

東 京 港 港湾BCPによる協働体制構築に関する東京港連絡協議会 H24.5.18 H25.3.4 ○ ○ - R8.7.9（予定）
R9.1月頃（予定）

横 浜 港 港湾BCPによる協働体制構築に関する横浜港連絡協議会 H21.9.8 H27.3.23 ○ ○ - R8.7.22（予定）
川 崎 港 港湾BCPによる協働体制構築に関する川崎港連絡協議会 H23.2.21 H27.3.24 ○ ○ ○ R8.6.19実施
横 須 賀 港 港湾BCPによる協働体制構築に関する横須賀港連絡協議会 H24.3.30 H27.3.19 ○ ○ ○ R8.6.19実施
新 潟 港 新潟港港湾BCP協議会 H25.3.15 H26.3.25 - - - 未定
両 津 港 佐渡地域港湾BCP協議会 H25.10.25 H26.3.20 ○ ○ - R8.10～11月頃（予定）
小 木 港 佐渡地域港湾BCP協議会 H25.10.25 H26.3.20 ○ ○ - R8.10～11月頃（予定）
直 江 津 港 直江津港港湾BCP協議会 H25.11.29 H27.2.27 - - - 未定
伏木富山港 伏木富山港災害時における官民連携協議会 H25.2.25 H26.12.19 - - - 未定
七 尾 港 七尾港災害時連携協議会 H25.3.27 H27.3.31 - - - 未定
金 沢 港 金沢港災害時連携協議会 H24.7.2 H26.3.31 - - - 未定
敦 賀 港 敦賀港港湾BCP協議会 H25.3.19 H28.1.18 ○ ○ - 未定
清 水 港 清水港防災対策連絡協議会 H25.7.8 H27.2 ○ - - 未定
田子の浦港 田子の浦港防災対策連絡協議会 H25.9.24 H26.3 ○ ○ - 未定
御 前 崎 港 御前崎港みなと機能継続計画策定協議会 H26.1.23 H26.7 - - - 未定
名 古 屋 港 名古屋港BCP協議会 H27.3.25 H27.6.1 ○ ○ - R8.9月頃（予定）
衣 浦 港 衣浦港BCP協議会 H27.3.20 H27.3.20 - ○ - 未定
三 河 港 三河港BCP協議会 H27.3.20 H27.3.20 - ○ - 未定
四 日 市 港 四日市港BCP協議会 H27.10.8 H27.10.8 ○ ○ - R8.10月頃（予定）
津 松 阪 港 津松阪港港湾機能継続計画協議会 H27.10.8 H27.10.8 - ○ - R8.8月頃（予定）
尾 鷲 港 尾鷲港港湾機能継続計画協議会 H28.11.17 H29.3.10 - ○ - R8.7月頃（予定）
舞 鶴 港 京都舞鶴港港湾BCP協議会 H27.7.9 H29.3.2 ○ ○ - R8.7月頃（予定）
大 阪 港 大阪港BCP協議会 H27.3.25 H28.3.18 ○ ○ - R8.7.1（予定）
堺 泉 北 港 堺泉北港港湾事業継続計画協議会 H27.9.28 H28.3.24 ○ ○ - R9.1月頃（予定）
阪 南 港 阪南港港湾事業継続計画協議会 H27.9.28 H28.3.24 ○ ○ - R9.1月頃（予定）
神 戸 港 神戸港港湾BCP協議会 H27.11.5 H28.3.17 ○ - - R9.1月頃（予定）
姫 路 港 姫路港港湾BCP協議会 H29.2.10 H29.3.23 - - - 未定
尼崎西宮芦屋港 尼崎西宮芦屋港港湾BCP協議会 H27.12.11 H28.2.18 - - - 未定
東 播 磨 港 東播磨港港湾BCP協議会 H28.11.30 H29.3.28 ○ - - 未定
和歌山下津港 和歌山下津港港湾機能継続協議会 H27.8.5 H28.3.30 - - - 未定
日 高 港 日高港港湾機能継続協議会 H28.12.1 H29.3.1 - - - 未定
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鳥 取 港 鳥取港BCP連絡協議会 H27.5.15 H28.3.15 - - - R8年度中（予定）
境 港 境港BCP（事業継続計画）連絡協議会 H27.12.7 H28.3.25 - - - R8年度中（予定）
浜 田 港 浜田港・三隅港BCP連絡協議会 H28.2.12 H28.7.25 - ○ - R8年度中（予定）
三 隅 港 浜田港・三隅港BCP連絡協議会 H28.2.12 H28.7.25 - ○ - R8年度中（予定）
西 郷 港 西郷港BCP連絡協議会 H28.2.9 H29.3.3 ○ ○ - R8年度中（予定）
岡 山 港 岡山港BCP協議会 H27.12.24 H29.3.15 ○ - - R8年度中（予定）
宇 野 港 宇野港BCP協議会 H27.11.19 H29.3.15 ○ - - R8年度中（予定）
水 島 港 水島港BCP協議会 H27.12.22 H29.3.15 - ○ - R8年度中（予定）
福 山 港 福山港BCP連絡協議会 H28.7.19 H29.3.30 - - - R8.10月頃（予定）
尾道糸崎港 尾道糸崎港BCP連絡協議会 H28.7.28 H29.3.30 - - - R8.10月頃（予定）
広 島 港 広島港BCP連絡協議会 H28.4.25 H29.3.30 ○ - - R9.2月頃（予定）
呉 港 呉港BCP連絡協議会 H28.3.25 H29.3.31 ○ ○ - R8年度中（予定）
岩 国 港 岩国港事業継続計画協議会 H27.11.11 H29.2.28 ○ - - R8.11月頃（予定）
徳山下松港 徳山下松港事業継続計画協議会 H27.12.21 H29.2.21 ○ - - R8.11月頃（予定）
三田尻中関港 三田尻中関港事業継続計画協議会 H27.11.26 H29.2.15 ○ - - R8.11月頃（予定）
宇 部 港 宇部港・小野田港BCP協議会 H27.12.17 H29.2.20 ○ - - R8.11月頃（予定）
小 野 田 港 宇部港・小野田港BCP協議会 H27.12.17 H29.2.20 ○ - - R8.11月頃（予定）
徳島小松島港 大規模災害時における徳島小松島港の機能継続協議会 H27.1.23 H26.3.7 ○ ○ - R8.12月頃（予定）
橘 港 大規模災害時における橘港の機能継続協議会 H28.3.29 H28.2.19 ○ ○ - R8.12月頃（予定）
坂 出 港 坂出港機能継続連絡協議会 H28.3.22 H29.2 ○ ○ - R8.12月頃（予定）
高 松 港 高松港連絡協議会 H23.9.14 H23.9 ○ ○ - R9.3月頃（予定）
宇 和 島 港 宇和島港機能継続連絡協議会 H28.9.9 H29.1 ○ ○ - R9.2月頃（予定）
松 山 港 松山港機能継続連絡協議会 H26.1.17 H27.3 ○ ○ - R9.2月頃（予定）
東 予 港 東予港港湾BCP協議会 H28.11.11 H29.2 ○ ○ - R9.2月頃（予定）
三島川之江港 三島川之江港港湾BCP協議会 H28.11.11 H29.2 ○ ○ - R9.2月頃（予定）
今 治 港 今治港連絡協議会 H28.6.29 H28.9 ○ ○ - R8.12月頃（予定）
新 居 浜 港 新居浜港港湾BCP協議会 H28.8.5 H29.3 ○ - - R9.2月頃（予定）
高 知 港 高知港機能継続連絡協議会 H25.10.23 H25.2 - ○ - 未定
須 崎 港 須崎港機能継続連絡協議会 H26.12.24 H26.3 - - - R8.9～12月頃（予定）
宿 毛 湾 港 宿毛湾港機能継続連絡協議会 H27.1.9 H27.3 - - - R8.9～12月頃（予定）
下 関 港 下関港事業継続推進協議会 H27.12.2 H28.3.10 ○ ○ - R9.3月頃（予定）
北 九 州 港 北九州港事業継続推進連絡会 H27.3.27 H27.3 ○ ○ - R9.3月頃（予定）
博 多 港 博多港事業継続推進協議会 H29.2.16 H29.3.27 - ○ ○ R8.5.28実施
苅 田 港 苅田港港湾BCP協議会 H28.8.9 H29.3.16 ○ ○ - 未定
三 池 港 三池港港湾BCP協議会 H28.8.1 H29.3.15 ○ ○ - R8.10月頃（予定）
唐 津 港 唐津港港湾BCP協議会 H28.12.1 H29.3.16 - - - R9.2月頃（予定）
伊 万 里 港 伊万里港港湾BCP協議会 H28.12.1 H29.3.17 - - - R9.2月頃（予定）
佐 世 保 港 佐世保港湾事業継続推進協議会 H28.12.26 H29.3.28 - - - 未定
長 崎 港 長崎港港湾BCP協議会 H28.1.29 H29.2.21 ○ ○ - R8.7月頃（予定）
福 江 港 福江港港湾BCP協議会 H28.3.18 H29.3.14 - ○ - 未定
郷 ノ 浦 港 郷ノ浦港港湾BCP協議会 H28.7.21 H29.2.1 - - - 未定
厳 原 港 厳原港港湾BCP協議会 H28.3.14 H28.11.29 - - - 未定
熊 本 港 熊本港港湾事業継続推進協議会 H29.2.20 H29.3.24 - ○ - R9.1月頃（予定）
三 角 港 三角港港湾事業継続推進協議会 H29.2.27 H29.3.24 - - - R9.1月頃（予定）
八 代 港 八代港港湾事業継続推進協議会 H29.2.21 H29.3.24 - - - R9.1月頃（予定）
中 津 港 中津港港湾BCP連絡協議会 H27.3.11 H27.3 ○ ○ - R9.1月頃（予定）
別 府 港 別府港港湾BCP連絡協議会 H27.8.18 H27.8.18 ○ ○ - R9.1月頃（予定）
大 分 港 大分港港湾BCP連絡協議会 H26.5.22 H26.10 ○ ○ - R9.1月頃（予定）
津 久 見 港 津久見港港湾BCP連絡協議会 H27.2.10 H27.2 ○ ○ - R9.1月頃（予定）
佐 伯 港 佐伯港港湾BCP連絡協議会 H27.1.27 H27.1 ○ ○ - R9.1月頃（予定）
細 島 港 細島港港湾事業継続推進協議会 H25.1.25 H25.3.26 ○ ○ - R8.11月頃（予定）
宮 崎 港 宮崎港港湾事業継続推進協議会 H25.8.30 H25.11.26 ○ ○ - R8.11月頃（予定）
油 津 港 油津港港湾事業継続推進協議会 H25.11.18 H26.2.14 ○ ○ - R8.11月頃（予定）
鹿 児 島 港 鹿児島港港湾事業継続推進協議会 H28.11.22 H29.2.10 ○ - - 未定
志 布 志 港 志布志港港湾事業継続推進協議会 H27.3.11 H27.6.15 - - - R8.10月頃（予定）
川 内 港 川内港港湾事業継続推進協議会 H28.2.9 H28.3.31 ○ - - 未定
名 瀬 港 名瀬港港湾事業継続推進協議会 H28.2.4 H28.3.7 ○ - - R8年度中（予定）
西 之 表 港 西之表港港湾事業継続推進協議会 H28.3.3 H28.3.3 ○ - - R8年度中（予定）
那 覇 港 那覇港港湾BCP協議会 H28.10.28 H28.12.13 ○ ○ - 未定
平 良 港 平良港港湾BCP協議会 H28.1.29 H28.3.25 - ○ - 未定
石 垣 港 石垣港港湾BCP協議会 H28.10.26 H29.1.31 ○ ○ - R9.2月頃（予定）
運 天 港 運天港港湾BCP連絡協議会 H28.12.27 H29.1.31 ○ ○ - R8.12月頃（予定）
金 武 湾 港 金武湾港港湾BCP連絡協議会 H28.12.27 H29.1.31 ○ ○ - R8.12月頃（予定）
中 城 湾 港 中城湾港港湾BCP連絡協議会 H28.12.27 H29.1.31 ○ ○ - R8.12月頃（予定）
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ドリームやまがた里山プロジェクト
「バリアフリービーチ事業」

　私ども「ドリームやまがた里山プ
ロジェクト」は、２０１５年にＮＰＯ団
体や公益団体等１５団体が加盟する
任意団体としてスタートしました。
　設立の目的は、各会員団体の特
性を活かし、連携し社会貢献事業
を推進する事です。
　その後、２０２２年には一般社団
化し、構成はNPO法人や公益団体、
賛助会員等２５の団体及び企業まで
増えてきました。
　そうした活動の中、日本財団との
ご縁をいただき、２０２０年に「自
動車廃材を活用したバリアフリー
ビーチの構築」事業を企画・申請し採
択されたのが「バリアフリービーチ
事業」をスタートさせる切っ掛けとな
りました。ドリームやまがた里山プ
ロジェクト会員団体で、使用済み自
動車のリサイクル事業を営む団体が

一般社団法人 ドリームやまがた里山プロジェクト事務局長　　髙橋　雅宣

Beach Life
ビーチライフ

あり、環境保全、使用済み自動車
廃材のリサイクルをテーマにした事業
と、通常では海遊びは難しいと思わ
れがちな障がいを持つ方々に海洋体
験をしていただきたいという両方の
思いから、このバリアフリービーチ
構想が生まれました。
　課題は障がい者、特に車いす利
用者の方を海辺、砂浜にどうやって
招くか、でした。
　そこで、山形県の庄内浜の全海
水浴場を調査。その中で山形県鶴
岡市の鼠ヶ関海水浴場を選定。
車いす用のスロープの建設も含めた
バリアフリービーチ事業を日本財団
に申請しました。
　そして、関係機関と協議を重ね、
建設の認可もいただき着工しました。
同年８月３０日に幅５ｍ、全長１８ｍ
のスロープが完成、コロナ禍での困

難な時期でしたが、車いす利用者
等を招待し竣工式典を開催、マス
コミ等でも取り上げられ大きな話題
となりました。（写真１・写真２）
　翌月９月６日には第一回のバリア
フリービーチイベントを実施、車い
す利用者、知的障がい者の方、一
般の方含め約３００名参加し、事業
の「障がい者と健常者が一緒に海を
体験する」という目的のもと、カヤッ
クやビッグサップ等のマリンアク
ティビティを体験してもらいました。
（写真３・写真４）
　前述の自動車の廃材活用ですが、
スロープ工事におけるコンクリート
に、使用済み自動車約270台分の窓
ガラス2.8ｔ、約100台分のバンパー
750ｋｇを粉砕し混入しております。
　安全面を考慮し、山形県工業技
術センターで強度試験を実施し安全

写真１　完成したスロープ（竣工式典） 写真２　竣工式典での渡初め
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面もクリアしました。
　また、海で着用するライフジャケッ
トは、同じく使用済み自動車のシー
トベルト、エアバッグをリサイクル製
作しました。（写真５）
　結果、環境保全、CO2削減等に
資する廃棄物削減にも寄与する事業
になりました。
　その後、２０２５年まで、そして
本年２０２６年も私ども「ドリームや
まがた里山プロジェクト」は日本財団

の助成を受けて「障がい者と健常者
が一緒になって海を体験、海を楽し
む共生社会を目指す」をテーマとした
「バリアフリービーチイベント」を開
催しています。
　山形県鶴岡市の鼠ヶ関海水浴場
「マリンパークねずがせき」を主会場
に、年間４回～６回実施してきまし
た。また２０２３年度より、隣県へ
の事業啓発を目的に、新潟県村上市
の施設と連携し瀬波温泉海水浴海

水浴場でも開催、２０２４年には新
潟市の日和山浜海水浴場で、新潟
市内のNPO団体の皆さんと協働し
開催とその輪を広げ、障がい者と健
常者の共生社会創出推進に努めて
おります。（写真６・写真７）
　年毎に山形県、鶴岡市他関係す
る行政、地域、大学、賛同し参加
する施設等と連携・協働の機運が高
まり、マスコミ報道も相まって共生
社会への理解の深まりを実感してい

写真３　車いすのまま乗船できる 写真４　バリアフリービーチイベント

写真５　シートベルト、エアバッグで製作

写真６　新潟市日和山浜
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写真９　知的障がい施設の皆さん 写真10

写真８　視覚障がいの方の進言で改良予定

ます。私どもは、常に障がい者を一
括りせず、障がい者各個人を把握し
た対応、アクティビティの提供に
心がけてきました。車いす利用者
の方、身体の障がい以外にも知的
障がいの方もおられます、また視
覚障がい、聴覚障がいの方、それ
ぞれの障がい者に寄り添ったイベ
ント運営に努めています。（写真８・
写真９）

がい者と健常者の共生社会創出」へ
の理解と推進の一助となれるよう努
めてまいります。
　さらに、２０２５年度には本事業
の関連として、新らたに、海で遊ぶ、
触れる等の海洋体験が知的障がい
者や高齢者の心に、身体にどのよう
な効果・影響があるのかを検証しよ
うと「海洋体験と障がい者や高齢者
への心身への効果検証」を専門家と

写真７　水陸両用車いす

　これらの活動で２０２１年、山
形県代表として「脱炭素チャレン
ジカップ」に参加し優秀賞を受賞、
２０２３年には山形県より、本事業
が地域を元気にする社会貢献事業
と認められ山形県知事より「２０２３
輝く県民活躍大賞」を受賞しまし
た。（写真１０）
　これからも私どもの活動が、益々
地域・行政、そして一般の方々に「障
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Beach Life

写真11　高齢者施設利用者ヒアリング

写真12　後日大学にて検証作業

写真13　お礼状 写真14　お礼状２

協働し、且つ施設とご家族のご協力
のもと実施しました。海洋療法とし
て外傷疾患・健康増進等、健常者の
間で知られていますが、上記の検証
を「海洋体験型心療法＜仮称＞」と
位置づけ、医療系大学及び専門家
との協働で体系化・普及を目指してお
り、本年も２０２５年度を改善しな
がら実施します。（写真１１・写真１２）
　島国である日本、海がもらたす恵
みは海洋資源のみならず、自然その
ものです。ドリームやまがた里山プ
ロジェクトは、その恵みを万人が共
有できる社会、共生社会を、海がも
たらしてくれると信じ、これからも活
動して参ります。（写真１３・写真１４）

　　　　　　　　　　　　　　　
一般社団法人 
ドリームやまがた里山プロジェクト

 h t t p s : // w w w. d y s p . o r g
事務局：９９０－００３１　
山形県山形市十日町３－９－３６
電話０２３－６６６－６９６７　　　
FAX ６６６－６９６８
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七尾市

１ 七尾港の概要

　石川県能登半島の中東部に位置す
る七尾市は、広大な七尾湾に面し、古
くから海上交通の要衝として栄えて
きた歴史ある港町です。
　七尾港は、湾内に浮かぶ能登島が
巨大な天然の防波堤の役割を果たし
ていることから、年間を通じて波が
極めて穏やかな「天然の良港」として
知られています。 
　その歴史は深く、万葉の時代には

「香島津（かしまづ）」の名で歌に詠ま
れ、中世には能登畠山氏の城下町を
支える港として発展しました。

　江戸時代には日本海を往来し莫大
な富をもたらした北前船の重要な寄
港地となり、地域の物流だけでなく、
豊かな文化の交流をも支え続けてき
ました。
　明治３２年（１８９９年）には外国
貿易を開く開港場に指定され、昭和
２６年（１９５１年）には重要港湾の
指定を受けました。
　その後、大田地区や矢田新地区な
どの埠頭整備が順次進められ、エネ
ルギーや木材、貨物の流通拠点とし
て、能登地方の産業経済を牽引する
重要な役割を果たしてきました。
　しかし、令和６年１月１日に発生

グ ル メ紀行
な ぎ さ

No.60

七尾市　産業文化スポーツ部　産業振興課　課長補佐　岡﨑　真

Column

した「令和６年能登半島地震」によ
り、七尾港は甚大な被害を受けまし
た。
　当市では震度６強の激しい揺れを
観測し、七尾港の矢田新第一埠頭、第
二埠頭、大田埠頭の護岸や岸壁が崩
落・損壊するなど、かつてない甚大な
被害を受けました。
　さらに背後地の地盤が激しく液状
化し、８つある岸壁のうちわずか３
つのみしか使用できないという深刻
な事態に陥り、物流の停滞や地元の
造船業など、海に携わる多くの企業
に深刻な影響が生じることとなりま
した。

《七尾港》
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２．災害時に果たした港の役割
と復興への確かな足取り

　未曾有の大災害の中にあって、七
尾港は市民の命と生活を繋ぎ、復旧
活動を支える極めて重要な救援拠点
として機能しました。
　当市全域で発生していた深刻な大
断水に対応するため、発災直後の１
月３日から矢田新第一・第二埠頭に
おいて、海上保安庁の巡視船による
給水支援活動がスタートし、３月１
日までの期間、延べ９７隻の船舶に
より約８千トンもの水が市民へと届
けられ、広大な背後ヤードは給水車
への給水や待機のための駐車場とし
てフル活用されました。
　さらに、大田埠頭には被災者向け
の休養施設（ホテル船）として「はく
おう」が、矢田新第一埠頭には国や全
国の市町村から派遣された支援職
員向けの災害対策拠点として「ナッ
チャンWORLD」が派遣され、過酷
な環境下での活動を支えていただき
ました。

　また、災害発生直後から全国から
続々と送られてくる救援物資の受け
入れ・仕分け拠点として、七尾港内の
倉庫が活用されました。
　この未曾有の災害により、七尾港
は都市の生命線としての役割を果た
し、災害時における港の重要性を、誰

もが改めて深く認識する契機となり
ました。
　あれから２年半が経過し、国や県
による迅速かつ懸命なご尽力によ
り、復興への歩みは着実に前へと進
んでいます。
　震災直後の令和６年１月１２日に
は大田埠頭３号岸壁の応急復旧が完
了し、同年１２月からは、矢田新第一
埠頭西側や大田埠頭２号岸壁、物専
岸壁で本格的な復旧工事が開始され
ました。
　令和７年９月には大田２号岸壁の
うち９０メートルの復旧が完了し、
木材や木くずといった膨大な災害廃
棄物の海上輸送に活用され、復旧作
業の加速化につながりました。
　そして、令和８年３月末には矢田
新第一埠頭の耐震岸壁や大田埠頭物
専岸壁、大田２号岸壁の復旧工事が
完成を迎え、途絶えかけていた物流
量のさらなる回復に大きな期待が寄
せられています。
　また、観光面で特に甚大な被害を

《七尾港大田岸壁の被害状況》

《和倉温泉の護岸復旧工事》
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受けた和倉港の護岸復旧において
は、令和7年4月に成立・公布され、
同年7月に施行された改正港湾法に
基づき、「国が工事を代行できる新た
な枠組み」が全国で初めて適用され
ました。
　現在、令和８年度中の早期完成を
目標に、国による護岸の撤去・設置
工事が進められており、能登半島の
観光拠点である和倉温泉の本格的
な再生に向けた大きな一歩となっ
ています。

３．２つのみなとオアシスと                            
　　豊かな自然が育む“能登の幸”

　豊かで美しいウォーターフロント
の再生と賑わいの創出を目指す七尾
市には、全国的にも珍しく「みなとオ
アシス能登食祭市場」と「みなとオア
シス和倉温泉」という２つのみなと
オアシスが存在します。
　港町エリアにある「能登食祭市場」
は、七尾港をはじめ能登近海で獲れ
たばかりの新鮮な魚介類が並ぶ生
鮮市場や、能登の伝統工芸品が集ま
るショップ、その場で網焼きが楽し
める浜焼きコーナーがあり、多くの
観光客を魅了する賑わいの中心地で
す。
　一方の「みなとオアシス和倉温
泉」は、伝統ある祭り文化を発信す
る「和倉温泉お祭り会館」や、穏や
かな七尾湾を望む足湯施設「湯っ
足りパーク」などがあり、海辺の
癒し空間として親しまれてきまし
た。
　世界農業遺産「能登の里山里海」
を象徴する七尾湾は、周囲の豊かな
山々から滋養に富んだ水が流れ込む
ため、極上の海の幸を育む豊かな海

です。
　震災による漁業施設の損壊や漁
船の被害など大きな困難に直面し
ながらも、地域の漁業関係者は前を
向き、豊かな海の恵みを守り続けて
います。

～能登かき～
　七尾湾の冬の味覚を代表するのが

「能登かき」です。
　通常、市場に出回る牡蠣は出荷ま
でに２〜３年を要するものが多い
中、七尾湾の豊富なプランクトンで
育つ能登かきは、わずか１年で丸々
と大きく成長します。
　そのため、えぐみが少なく、身が白
くふっくらとしており、火を通して
も縮みにくいのが特徴です。
　口に含んだ瞬間に広がる濃厚な甘
みと、クリーミーで上品な海の旨味
は一度食べたら忘れられない逸品で
す。

～アカニシ貝～
　七尾湾の隠れた最高級食材として
珍重されているのが、大ぶりの巻貝
である「アカニシ」です。
　殻の内側が鮮やかな赤色をしてい
ることからその名がつきました。
　七尾湾特有の穏やかな泥質の海底

で、良質な餌を食べて育つアカニシ
は、コリコリとした小気味よい歯ご
たえと、噛むほどににじみ出る独特
の強い甘みが特徴です。
　刺身や寿司ネタとして絶大な人気
を誇るほか、地元の漁師町では茹で
て酢の物にしたり、煮付けにしたり
して古くから親しまれています。

～能登の四季の地魚～
　春のサヨリ、夏のトリガイ、秋のキ
ジハタ、冬の能登寒ブリなど、七尾湾
や富山湾は１年を通じて地魚の宝庫
です。
　特に脂ののった寒ブリは刺身とし
てはもちろん、地元の食卓では「ぶり
大根」などの郷土料理としても広く
親しまれています。
　また、伝統的な干物づくりなど
の水産加工業も盛んで、お土産や
贈答品としても高い評価を得てい
ます。

Column

《能登かき》

《アカニシ貝》

《能登寒ブリ》
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尾・和倉温泉が震災の苦難を乗り越
え、力強く復旧・復興へと突き進んで
いる姿を全国に向けて力強くPRし、
地震の影響で減少してしまった観光
客を再び呼び戻すための「復興の起
爆剤」となる祭典です。
　当日は主会場である和倉温泉にと
どまらず、七尾市内全域を巻き込ん
だ多彩なサテライトイベントや物産
展の開催を予定しており、地域が一
丸となって全国からの来場者を歓迎
します。
　長い時間を要する復興の道のりで
すが、国や県、そして地元の関係者が
固い絆で連携し、復旧のその先を見
据えたポートセールスや観光プロ
モーションを果敢に推し進めていま
す。
　皆様にはぜひ、これからも能登半
島・七尾・和倉温泉へと何度も足を運
んでいただき、一歩ずつ、しかし確実
に復興への歩みを進める「みなとま
ち七尾」の今と、人々の不屈の熱気を
肌で体感していただけることを、心
よりお待ちしております。

グ ル メ紀行
な ぎ さ

４ 希望を乗せた客船の寄港と
「復興の祭典」への展望

　護岸や観光インフラの完全な回復
にはまだ長い時間を要するものの、
七尾港の岸壁には、未来に向けた前
向きな動きと活気が戻り始めていま
す。
　震災による被害の大きさから、一
時は予定していたクルーズ船の入港
がすべて困難になるのではないかと
懸念されていました。
　そのような中、令和６年９月１９
日、商船三井クルーズが運航する

「にっぽん丸」が震災後初めて七尾港
に入港を果たしました。
　濃紺の美しい船体が港に姿を現し
た瞬間、被災した多くの市民の心に
大きな癒しと、復興への確かな元気
が届けられました。
　この感動的な寄港と地元の歓迎
は、日本のクルーズ産業に貢献した
として「クルーズ・オブ・ザ・イヤー
２０２４」の特別賞を受賞するとい
う快挙を成し遂げました。

　その熱気を受け継ぎ、令和７年４
月２９日には再び「にっぽん丸」が、
同年９月１７日には最新鋭の大型
客船「飛鳥Ⅲ」が次々と入港し、さら
に、令和８年５月４日には、商船三井
クルーズのラグジュアリー最高峰
客船「三井オーシャンフジ（MITSUI 
OCEAN FUJI）」が七尾港へ待望の
初寄港を果たしました。
　洗練された美しい船体をひと目見
ようと多くの人々が港に集まり、船
から降り立つ人々を温かいおもてな
しで出迎える光景は、港に確かな笑
顔と活気、そして経済的な潤いを取
り戻す原動力となっています。
　そして、この復興のうねりをさら
に加速させる最大のビッグイベント
が、いよいよ幕を開けます。
　令和８年１０月３０日（金）から
１１月１日（日）の３日間にわたり、

「みなとオアシス和倉温泉」を主会場
とし、「みなとオアシスのつどい」お
よび「第１７回みなとオアシスSea
級グルメ全国大会」が開催されるこ
とが決定しました。
　今回の全国大会は、能登半島・七

《R7.9.17　「飛鳥Ⅲ」初入港》《R6.9.19　「にっぽん丸」震災後初入港》
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　2026年も〝暑い夏〟の予報が聞
かれる。気象庁の定義する気温の目
安を確認しよう。夏日⇒最高気温
25℃以上、真夏日⇒同30℃以上、
猛暑日⇒同35℃以上、酷暑日⇒同
40℃以上とあり、酷暑日は2026
年新たに定められた。おもうのは、将
来45℃以上になったらなんと呼ぶ
のだろう。現状との整合性のある言
葉がみつかるだろうか。ちょっと気
になる。

　東海地方の梅雨入りから1週間後
の6月14日（日）。恒例のファミリー
対象のイベント「第25回フレンド
リーカップ釣り大会（夏）」を知多半
島の中部・常滑市の海岸で開催した。
釣り場は中部国際空港新設に伴い開
発整備された地域。目の前に空港島
が大きく迫る。釣り場としては古い
が、空港島の建設に伴い狭隘な水道
が生まれ、潮通しが良くなり多くの

Column

知多の海に遊ぶ　

私　海岸と
s e a s i d e

愛知県釣りインストラクター連絡機構
顧問　大　田　豊　明

魚種が釣れるようになった。
　私がここに通い始めて約20年。
釣り場で確認した魚種は35種の多
岐にわたる。その内私が投げ釣りで
釣ったお魚は、次の25魚種（50音
順）。実に豊かな海である。アカエイ、
アナゴ、イシガレイ、エソ、カサゴ、ガ
ザミ、ギマ、キューセン、クサフグ、ク
ジメ、クロダイ、ゴンズイ、サメ、シ
ロギス、セイゴ、
ダイナンウミヘ
ビ、ネズッポ、ヒ
イラギ、ヒラメ、
マアジ、マコガ
レイ、マゴチ、マ
ダイ、マダコ、マ
ハゼ。他に釣り
場で目にしたの
は、アイゴ、アイ
ナメ、ウミタナ
ゴ、カタクチイ
ワシ、コノシロ、

サヨリ、タケノコメバル、ホウボウ、
ボラ、メバルである。

　今回の釣り大会は13家族47人
（内子ども24人）と我々指導者13
人の合計60人が参加した。釣り場
は南北に約1km、幅約3.3mのコン
クリート造護岸の釣り公園。24
時間利用料は無料だが、駐車料金1

釣りの指導

　　安全とルールマナー説明

大内代表挨拶
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台千円。海側には転落防止の手摺が
施され、ファミリーも安心して釣り
が楽しめる。近くに自販機、トイレ、
スーパーマーケット、レストランな
どがある。最寄り駅は名古屋鉄道・中
部国際空港線の「りんくう常滑駅」。

　８時30分からの受付の後、主催
者のJOFI愛知・大内徳明代表の挨
拶、千賀武環境安全部長による大会
のルール、釣りのマナー、安全、環境、
地震などの避難場所、救急病院、釣り
場の清掃などの説明があった。釣り
は午前9時からスタートし、12時
30分までの3時間半。参加者は思い
思いの場所に竿を出して釣りを始め
る。ほとんどの人が投げ釣り（ちょい
投げ）と足元の捨石の間の根魚を狙
うさぐり釣りだった。天候は曇り、気
温26度、南寄りの風3m、表面海水
温22度、旧暦4月29日大潮と、堤防
釣りには絶好の日和に恵まれた。

　午後1時からの審査の結果、キス
の部：優勝は小林紳太郎さん（岐阜
県関市・8歳）15.5cm、2位は長
澤怜央さん（13歳）13.0cm、3位
は高木啓至さん（46歳）12.2cm。
大物の部：優勝は萩原瑛翔さん（13
歳）キューセン18.7cm、2位は高
木惣介さん（8歳）カサゴ16.7cm、
3位は小林博昭さん（43歳）カサゴ
15.0cm。
　キスの部で優勝した小林さん（８
歳）はこの日初めてキスを釣ったと
いう。各部門とも上位入賞者が子ど
も達というのも本大会にふさわし
い。

　今年は例年に比べ、キスの型、数共
に低調だった。ひとつの要因は潮の
遅れだろう。旧暦で去年は閏年。つま
り1年が13 ヵ月あった。この影響
で今年の潮は大会当日で昨年比20
日遅れ。もう一つ気になるのは、釣れ

私にもキス

昼間にアナゴも

大物よ　来い！

林賞のマダイ

大内賞のスイカ

これはネズッポ マハゼ釣ったヨ
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る魚種が年々変化していること。例
えば姿を見ることが少なくなったお
魚の代表例がカレイとアイナメ。か
つて40cmを超すマコガレイが釣
れていたが、ここ3年ぱったり姿を
消した。アイナメやクジメもいない。
よく釣れたアイゴやゴンズイも見な
くなった。逆に目にするのはグレ、ウ
ミヘビ、ホウボウだろう。キスも数が
少なく、小型化している。これらは海

集合写真

特別賞

大物の部入賞者

水温の上昇と関連しているのでは
……。伊勢・三河湾ではイカナゴが獲
れなくなり、2016年から禁漁が続
く。今後海の生態系はどうなってい
くのだろう。めくるめく自然の移ろ
いに、計り知れない影を感じる。

〈幸釣るや海とこしへに夏帽子〉　
豊明

キスの部入賞者



Wave & Beach　51

発　行	 令和4年2月28日
発行所	 港湾海岸防災協議会
	 〒 107-0052　東京都港区赤坂3-3-5　住友生命山王ビル8階
	 TEL. 03-5549-9575（代表）

発行兼編集者	 佐々木　利広

印刷所	 株式会社　TBSグロウディア
	 〒 107-6112　東京都港区赤坂5-2-20
	 TEL. 03-6230-8934

波となぎさ
No.216

原稿募集のお知らせ

　本誌では、読者相互の交流・情報交換を図るため、読者の皆様からの投稿コーナーを設けています。採用させて
いただいた方には薄謝、掲載誌を差し上げます（応募者多数の場合は、すべて掲載できないこともあります）。皆
様のご応募、お待ちしております。

発　行	 令和8年8月31日
発行所	 港湾海岸防災協議会
	 〒 107-0052　東京都港区赤坂3-3-5　住友生命山王ビル8階
	 TEL. 03-5549-9575（代表）

発　行　者	 事務局長　　　中島　洋

編　集　者	 事務局長補佐　内竹敏秋

印刷所	 株式会社　TBSグロウディア
	 〒 107-6112　東京都港区赤坂5-2-20
	 TEL. 03-6230-8934

波となぎさ
No.225

原稿募集のお知らせ

　本誌では、読者相互の交流・情報交換を図るため、読者の皆様からの投稿コーナーを設けています。採用させて
いただいた方には薄謝、掲載誌を差し上げます（応募者多数の場合は、すべて掲載できないこともあります）。皆
様のご応募、お待ちしております。
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　　　TEL 03-5981-8691　FAX 03-5981-8692
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